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5 月号の主な内容

広 報しんおんせん 海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷

‐ふるさとの未来へ“つなぐ”まちづくり‐

　4月 9 日、町内の
中学校 2校と小学校
6校で入学式が行わ
れました。浜坂北小
学校では、ピカピカ
の 1 年生 37 人が入
学し、新しく始まる
学校生活に胸を躍ら
せていました。



こ
れ
ま
で
の
取
組

記
念
式
典

◇
平
成
30
年
７
月
８
日
（
日
）

　

北
前
船
寄
港
地
『
諸
寄
港
』
日
本
遺
産

認
定
記
念
講
演
会
（
諸
寄
財
産
区
管
理

協
議
会
主
催
）

◇
平
成
31
年
2
月
16
日
（
土
）

　

新
温
泉
町
歴
史
講
演
会
（
町
教
育
委
員

会
会
主
催
）

周
遊
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
設
定

　

2
種
類
「
散
策
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

町
観
光
施
設
な
ど
で
配
布
。

　

昨
年
5
月
24
日
に
本
町
が
日
本
遺
産
「
北
前
寄
港
地
・
船
主

集
落
」
の
認
定
を
受
け
て
以
来
、
構
成
市
町
（
38
市
町
）
の
一

つ
と
し
て
、
全
国
に
情
報
発
信
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、『
北
前
船
』
や
『
北
前
船
が
も
た
ら
し
た
文
化
』、

『
日
本
遺
産
』
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
少
し
ず
つ

高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
休
日
な
ど

に
諸
寄
港
を
散
策
さ
れ
る
方
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

諸
寄
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
資
料
室
の
来
館
者
も
前
年
度
に
比
べ

大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

認
定
1
周
年
を
迎
え
、
今
後
も
地
元
の
諸
寄
地
区
と
連
携
し

て
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
を
さ
ら
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

温
泉
や
但
馬
牛
な
ど
の
豊
富
な
観
光
資
源
を
利
用
し
た
町
内
周

遊
ル
ー
ト
を
構
築
す
る
な
ど
、
そ
の
魅
力
を
国
内
外
に
情
報
発

信
し
、本
町
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日本遺産認定 1 周年

「北前船
ぶ ね

寄港地・

   船主集落　諸寄港」

案
内
ガ
イ
ド
養
成

　

諸
寄
の
歴
史
や
文
化
、
先
人
な
ど
に
つ

い
て
広
く
学
ぶ
機
会
と
し
て「
諸
寄
講
座
」

を
開
設
し
、
講
座
生
23
人
が
受
講
（
平
成

30
年
10
月
～
平
成
31
年
3
月
：
月
1
回
・

計
6
回
開
催
）。
ま
た
、
講
座
用
テ
キ
ス

ト
と
し
て
「
案
内
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
も
作

成
。解

説
看
板
等
の
設
置

　

諸
寄
地
区
内
の
日
本
遺
産
構
成
文
化
財

な
ど
13
カ
所
に
解
説
看
板
（
11
カ
所
）、

案
内
地
図
（
2
カ
所
）
を
設
置
。
ま
た
、

諸
寄
地
区
内
の
31
軒
の
玄
関
先
に
屋
号
の

表
札
も
掲
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

諸寄のまち歩きに

役立つ情報が満載

↑構成文化財の「廻船問屋・中藤田家」に設置された解説看板

―問合せ―　浜坂先人記念館　℡82-4490
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日
本
遺
産
認
定
1
周
年
記
念
事
業

 「
心
・
寄
せ
あ
う
諸
寄　

北
前
船
寄
港
地
ま
つ
り
」

▼
と
き　

5
月
6
日
（
月
）　

午
前
11
時
～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ　

諸
寄
漁
港
セ
リ
市
場
駐
車
場
他

▼
内
容

①
郷
土
芸
能
（
麒
麟
獅
子
舞
・
傘
踊
り
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

②
販
売
コ
ー
ナ
ー
（
海
産
物
・
竹
輪
・
野
菜
・
栃
餅
他
）

③
茶
店
（
お
茶
と
お
菓
子
）

④
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
（
シ
ャ
ボ
ン
玉
・
綿
菓
子
他
）……

⑤
北
前
船
展
示
パ
ネ
ル
コ
ー
ナ
ー
（
昔
の
諸
寄
港
写
真
・
古
地
図
・

ミ
ニ
北
前
船
他
）

⑥
ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー
（
地
元
新
酒
・
魚
団
子
汁
）

▼
主
催　

諸
寄
活
性
化
委
員
会
・
諸
寄
財
産
区
管
理
協
議
会

Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 「
雪
の
白
浜
、
風
待
ち
港
、
諸
寄
ウ
ォ
ー
ク
」

　

平
安
時
代
か
ら
和
歌
に
も
詠
ま
れ
た
景
勝
地
「
雪
の
白
浜
」
を

見
た
り
、
北
前
船
寄
港
地
・
風
待
ち
港
と
し
て
栄
え
た
「
諸
寄
港
」

の
当
時
を
偲
ん
だ
り
し
て
、
諸
寄
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
回
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

▼
と
き　

5
月
6
日
（
月
）　

午
後
1
時
～
4
時

▼
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
諸
寄
駅

▼
行
程　

諸
寄
駅
→
龍
満
寺
→
諸
寄
セ
リ
市
場
駐
車
場
（
麒
麟
獅

子
舞
見
学
）
→
為
世
永
神
社
→
廻
船
問
屋
中
藤
田
家
→
廻
船
問

屋
東
藤
田
家
→
八
坂
神
社
社
務
所
（
絵
馬
）
→…

諸
寄
駅

▼
参
加
料　

１
０
０
０
円

▼
定
員　

50
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

4
月
30
日
（
火
）

▼
主
催　

町
教
育
委
員
会

―
申
込
み
・
問
合
せ
―　

浜
坂
先
人
記
念
館　

℡
82
‐
４
４
９
０

イベントのご案内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
の
紹
介

　

北
前
船
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w.

kitam
ae-bune.com

/

）で
、
新
温
泉
町
を
紹
介
。

諸
寄
活
性
化
委
員
会

　

1
月
30
日
、
諸
寄
地
区

の
役
員
や
ま
ち
づ
く
り
委

員
・
諸
寄
観
光
協
会
員
な

ど
、
27
人
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
「
諸
寄
活
性
化
委
員

会
」
が
組
織
さ
れ
、
但
馬

県
民
局
の
地
域
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
事
業
を
活
用
す

る
中
で
、
本
町
と
一
緒
に

な
っ
て
諸
寄
地
区
の
活
性

化
に
向
け
て
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
2
日
に
は
、
昨
年
5
月
に
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
『
北
前
船
寄
港
地　

赤
穂
市
坂
越
』
を
訪
問
し
、「
赤
穂
市
坂
越

の
ま
ち
並
を
創
る
会
」
と
の
交
流
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
継
続
し
て
推
進
す
る

と
と
も
に
、
日
本
遺
産
「
北
前
寄
港
地
・
船

主
集
落
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
全
国
の
構
成

市
町
（
38
市
町
）
と
一
緒
に
な
っ
て

①
多
言
語
ア
プ
リ
の
開
発
事
業

②
多
言
語
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

　

と
国
内
外
へ
の
情
報
発
信

③
広
域
周
遊
モ
デ
ル
コ
ー
ス
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

↑委員会でワークショップに取り組む様子

協議会のパンフレット「北前船 38」の新温泉町紹介ページ→
（協議会HPで閲覧・ダウンロードができます。）
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国
の
経
済
・
景
気
の
先
行
き
は
、
緩
や
か
に
回
復

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
海
外

経
済
の
不
確
実
性
等
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
経
済
政
策
の
成
果
を
十
分
に
実
感
で
き

な
い
地
域
の
隅
々
ま
で
そ
の
効
果
を
波
及
さ
せ
、
消

費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
十
分
な
支
援
策
を
講
じ
、
経

済
の
好
循
環
を
更
に
加
速
さ
せ
る
よ
う
に
施
策
を
実

施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
平
成
28
年
12
月
に
策
定
し
た
「
第
2
次

新
温
泉
町
総
合
計
画
」
の
理
念
に
基
づ
き
、「
新
温

泉
町
町
民
憲
章
」
を
尊
重
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
将
来

像
を
『
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り

の
郷　

‐
ふ
る
さ
と
の
未
来
へ
“
つ
な
ぐ
”
ま
ち
づ

く
り
‐
』
と
定
め
、
今
後
も
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

主
役
と
な
り
、「
海
・
山
・
温
泉
」
な
ど
の
自
然
環

境
を
守
り
生
か
し
な
が
ら
、
笑
顔
と
や
す
ら
ぎ
を
感

じ
ら
れ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
“
つ
な
が
り
”
や
、
産
業
、
地

域
、
未
来
へ
の
“
つ
な
が
り
”
を
深
め
、
ひ
と
・
ま

ち
が
さ
ら
に
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　

予
算
に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
等
に
よ

り
歳
入
の
根
幹
と
な
る
町
税
収
入
も
増
加
が
期
待

で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
普
通
交
付
税

も
市
町
村
合
併
に
伴
う
特
例
措
置
の
段
階
的
縮
減

に
よ
り
、
減
少
が
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
歳
入
状
況
か
ら
、従
来
に
も
増
し
て
、

よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
と

と
も
に
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
徹
底
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
町
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
発

展
を
続
け
て
い
く
た
め
、
健
全
な
財
政
運
営
に
配

慮
し
な
が
ら
、『
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
』
の
実
現
と
、
次
世
代
が
こ
の

ま
ち
を
誇
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

予
算
の
概
要

　

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
で
は

１
０
４
億
８
６
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
を
加
え
た
全
体
で
は

１
９
４
億
３
３
９
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

町
税
収
入
は
、
決
算
見
込
み
を
勘
案
し
、
個
人

町
民
税
の
増
収
を
見
込
み
ま
し
た
。
一
方
で
、
固

　

平
成
31
年
度
は
、
新
し
い
風
を
追
い
風
と
し
、
本
町
の
宝
で
あ
る
「
温
泉
」
を
最
大
限

に
活
用
し
た
特
長
的
な
取
組
を
進
め
、
健
康
で
楽
し
く
長
生
き
が
で
き
る
ま
ち
「
お
ん
せ

ん
天
国
」
を
目
指
し
、
新
し
い
風
を
通
じ
て
“
ひ
と
”
と
“
ま
ち
”
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
住
民
と
話
し
合
い
、
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
う
、
現
場
中
心
の
施
策
を

展
開
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
本
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
31
年
度
予
算
概
要

「
追
い
風
」予
算

  
お
ん
せ
ん
で
元
気
な
ま
ち
へ
！

地方交付税
45億 5,900 万円
43.5％

町税
13億 5,154 万円
12.9％

町債
14億 2,803 万円
13.6％

県支出金
8億 3,086 万円
7.9％

分担金及び負担金
526 万円…0.1％

使用料及び手数料
2億 56万円…1.9％

国庫支出金
5億 9,553 万円
5.7％

諸収入
4億 3,011 万円
4.1％

繰入金
6億 2,828 万円
6.0％

地方譲与税
8,820 万円…0.8％

地方消費税
交付金
2億 1,460 万円
2.1％

自動車取得税
交付金
1,080 万円
0.1％

環境性能
割交付金
900 万円
0.1％

財産収入
1,413 万円
0.1％

その他
1億 1,540 万円 1.1％

歳入合計
104 億 8,600 万円

―問合せ―
総務課　財政係
℡ 82-3111

地方特例
交付金
470 万円
0.0％

一般会計
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会計別の予算額
（単位：万円、％）

会　計　名 予算額 前年度
対比

一　般　会　計 1,048,600  2.5

特　

別　

会　

計

国
民
健
康
保
険
事
業

事業勘定 154,489 △ 13.4

照来診療所施設勘定 2,310 △ 11.5

八田診療所施設勘定 1,759 △ 9.0

歯科診療所施設勘定 5,492 1.7

介護保険事業 178,775 3.1

浜坂地区残土処分場事業 111,129 136.8

温泉地区残土処分場事業 2,363 2.4

七釜温泉配湯事業 740 1.2

後期高齢者医療 23,163 1.9

計 480,220 10.5

公
営
企
業
会
計

浜坂温泉配湯事業 6,329 △ 62.9

水道事業 100,698 27.6

下水道事業 142,559 △ 9.9

公立浜坂病院事業 164,992 △ 8.7

計 414,578 △ 4.7

合　計 1,943,398 2.7

定
資
産
税
と
法
人
税
は
減
収
を
見
込
み
、
町
税
総
額

13
億
５
１
５
４
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、2
町
合
併
の
合
併
特
例
措
置（
合

併
算
定
替
）
の
段
階
的
縮
減
に
よ
る
約
５
８
０
０
万

円
の
減
少
と
、
国
の
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
く
地
方

交
付
税
1.1
％
増
に
よ
る
４
６
０
０
万
円
の
増
加
を
見

込
ん
だ
上
で
、
前
年
度
決
算
見
込
み
を
勘
案
し
、
前

年
度
比
2
億
９
９
０
０
万
円
の
増
額
を
見
込
み
ま
し

た
。
地
方
交
付
税
総
額
は
、
45
億
５
９
０
０
万
円
と

し
ま
し
た
。

　

町
債
は
、
町
債
の
残
高
及
び
後
年
度
償
還
に
留
意

し
な
が
ら
、
事
業
の
必
要
性
、
投
資
効
果
等
を
考
慮

し
適
債
事
業
を
厳
選
し
ま
し
た
。
特
に
過
疎
対
策
事

業
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
後
年
度
に
交
付
税
措
置
さ

れ
、
町
に
負
担
の
少
な
い
有
利
な
起
債
発
行
に
努
め

ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

一
般
行
政
経
費
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
た
め
、

引
き
続
き
経
費
削
減
に
努
め
た
も
の
の
、
消
費
税

率
引
上
げ
に
伴
う
必
要
経
費
が
増
加
す
る
物
件
費

や
浜
坂
道
路
Ⅱ
期
事
業
に
伴
う
新
残
土
処
分
場
整

備
に
係
る
繰
出
金
が
増
加
し
、
７
０
１
５
万
円
の

増
額
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
、
町
総
合
計
画
・
過
疎

計
画
な
ど
既
存
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
事
業

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
夢
ホ
ー
ル
耐
震
改
修
事
業
、

牧
場
公
園
施
設
改
修
事
業
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー

ク
ゆ
む
ら
施
設
改
修
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
等
整
備
事
業

に
加
え
、
道
路
構
造
物
の
計
画
的
な
維
持
修
繕
事

業
（
国
庫
補
助
事
業
）
で
イ
ン
フ
ラ
維
持
対
策
工

事
を
計
画
的
に
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

他
に
も
民
生
関
連
・
福
祉
関
連
・
農
林
水
産
業

関
連
等
、多
く
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
、

別
途
配
布
の
予
算
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

土木費
13億 5,051 万円…
12.9％

総務費
12億 6,877万円
12.1％

民生費
22億 2,933万円
21.3％

衛生費
9億 2,585 万円
8.8％

労働費
2,823 万円 0.3％

農林水産業費
7億 7,046 万円 7.3％

商工費
4億 8,788 万円…4.7％

消防費
6億 1,624 万円
5.9％

教育費
11億 2,533万円
10.7％

公債費
14億 4,273万円
13.8％

諸支出金
1億 1,020 万円…1.0％

災害復旧費
1万円
0.0％

予備費
2,500 万円…0.2％

議会費
1億 546 万円…
1.0％

人件費（13.7％）
14億 3,425 万円
特別職や一般職の給
与などの経費

物件費（20.5％）
21億 5,309 万円
施設の管理費や物品
の購入などの経費

扶助費（7.7％）
8億 1,240 万円
医療費や児童手当な
どの経費

補助費等（20.3％）
21億 3,147 万円
各種団体への補助金
などの経費

普通建設事業費（10.7％）
11億 2,134 万円
公共施設の建設など
の経費

公債費（13.8％）
14億 4,273 万円
借入金（町の借金）
の返済金

繰出金（7.2％）
7億 4,989 万円
特別会計への繰出金

その他（6.1％）
6億 4,083 万円

人件費人件費
14 億 3,425 万円14億 3,425 万円
特別職や一般職の給特別職や一般職の給
与などの経費与などの経費

物件費物件費
21 億 5,309 万円21億 5,309 万円
施設の管理費や物品施設の管理費や物品
の購入などの経費の購入などの経費

扶助費扶助費扶助費
8 億 1,240 万円8億 1,240 万円
医療費や児童手当な医療費や児童手当な
どの経費どの経費

補助費等補助費等
21 億 3,147 万円21億 3,147 万円
各種団体への補助金各種団体への補助金
などの経費などの経費

普通建設事業費普通建設事業費
11 億 2,134 万円11億 2,134 万円
公共施設の建設など公共施設の建設など
の経費の経費

公債費公債費

借入金（町の借金）借入金（町の借金）
の返済金

繰出金繰出金
7 億 4,989 万円7億 4,989 万円

その他その他
6 億 4,083 万円6億 4,083 万円

歳出合計
104 億 8,600 万円

一般会計
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町
で
は
、
職
員
１
３
１
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

〈
人
事
異
動
の
主
な
考
え
方
〉

①
組
織
力
・
職
員
力
を
高
め
、
業
務
推
進
能
力
の
向
上
並
び
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

②
企
画
課
に
『
お
ん
せ
ん
天
国
室
』
を
設
置
し
、「
温
泉
を
最
大
限
活
用
し
た
活

気
あ
る
町
」
の
実
現
に
向
け
、
室
長
及
び
担
当
者
を
配
置
し
て
、
温
泉
活
用
に

関
す
る
施
策
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

③
近
年
増
加
す
る
自
然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
町
民
安
全
課
（
町
民
課
か
ら
名

称
変
更
）
に
『
防
災
安
全
室
』
を
設
置
し
、
室
長
及
び
担
当
者
２
名
を
配
置
し

て
防
災
体
制
の
強
化
を
図
り
、防
災
計
画
の
整
備
や
啓
発
活
動
を
進
め
る
な
ど
、

住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

※
異
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
［　

］
内
は
前
任

◇
総
務
課

▼
課
長　

井
上
弘
［
企
画
課
長
］
▼
副
課

長
兼
総
務
係
長
（
総
括
担
当
）　

谷
渕
朝
子

［
地
域
振
興
課
副
課
長
兼
振
興
係
長
（
総
務

担
当
）］
▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
（
行
政
・

秘
書
担
当
）　

島
木
正
和
［
総
務
課
管
財
係

長
（
管
財
担
当
）］
▼
係
長　

松
本
浩
志
［
上

下
水
道
課
経
理
係
長
（
水
道
担
当
）］
▼
係

長　

久
瀬
剛
［
地
域
振
興
課
住
民
係
長
（
総

括
担
当
）］
▼
管
財
係
長　

倉
田
浩
明
［
生

涯
教
育
課
主
査
］
▼
主
査　

株
本
輝
彦
［
商

工
観
光
課
主
査
（
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
地
域

政
策
室
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

派
遣
）］
▼
自
動
車
運
転
手
兼
用
務
員　

堀

江
正
則
［
再
任
用
］

◇
企
画
課

▼
課
長　

中
井
一
久
［
建
設
課
課
長
補
佐
兼

管
理
係
長
（
総
括
担
当
）］
▼
主
事　

松
岡

知
希
［
採
用
］

◇
お
ん
せ
ん
天
国
室

館
長　

中
田
剛
志
［
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
］
▼
副
課
長
兼
国
保
医
療
係
長
（
総
括
担

当
）　

中
井
勇
人
［
議
会
事
務
局
課
長
補
佐
］

▼
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長（
児
童
福
祉
担
当
）

　

森
田
忠
浩
［
農
林
水
産
課
農
政
畜
産
係
長

（
総
括
担
当
）］
▼
国
保
医
療
係
長
（
国
保
担

当
）　

岡
田
庸
子
［
出
納
室
出
納
係
長
（
収

入
担
当
）］
▼
健
康
推
進
係
長
（
総
括
担
当
）

　

浅
田
紀
行
［
税
務
課
収
税
係
長
］
▼
健
康

推
進
係
長　

谷
田
景
子
［
健
康
福
祉
課
保
健

師
］
▼
主
査　

伊
賀
智
史
［
地
域
振
興
課
主

査
］
▼
主
事　

門
脇
志
穂
実
［
採
用
］
▼
保

健
師　

山
本
愛
佳
［
採
用
］

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
課
長
補
佐　

田
中
美
和
子
［
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
係
長
］
▼
係
長　

福
田
由
紀
江

［
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
長
］

◇
商
工
観
光
課

▼
課
長
補
佐
兼
商
工
振
興
係
長（
商
工
担
当
）

　

朝
野
繁
［
総
務
課
総
務
係
長(

行
政
・
秘

書
担
当)

］
▼
商
工
振
興
係
長
（
交
流
担
当
）

　

桶
本
安
弘
［
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ

り
係
長
］

◇
農
林
水
産
課

▼
副
課
長
兼
水
産
林
務
係
長
（
水
産
担
当
）

　

岡
一
則
［
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
水
産

林
務
係
長
（
水
産
担
当
）］
▼
課
長
補
佐
兼

基
盤
整
備
係
長
（
総
括
農
地
整
備
担
当
）　

原
憲
一
［
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
基
盤
整

備
係
長
（
農
地
整
備
担
当
）］
▼
農
政
畜
産

係
長
（
総
括
担
当
）　

熊
本
大
輔
［
町
民
課

戸
籍
年
金
係
長
（
年
金
・
住
基
担
当
）］
▼

基
盤
整
備
係
長
（
地
籍
調
査
担
当
）　

中
井

治
［
地
域
振
興
課
住
民
係
長
］
▼
基
盤
整
備

係
長
（
農
地
整
備
担
当
）　

小
西
正
広
［
農

林
水
産
課
主
査
］　

▼
室
長　

福
井
崇
弘
［
商
工
観
光
課
課
長
補

佐
兼
商
工
振
興
係
長
（
交
流
担
当
）］
▼
係

長　

中
井
達
也
［
企
画
課
温
泉
未
来
係
長
］

◇
税
務
課

▼
課
長　

長
谷
阪
仁
志
［
健
康
福
祉
課
副
課

長
兼
国
保
医
療
係
長
（
総
括
担
当
）］
▼
副

課
長
兼
課
税
係
長
（
総
括
住
民
税
担
当
）　

水
田
賢
治
［
税
務
課
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長

（
総
括
住
民
税
担
当
）］
▼
収
税
係
長
（
総
括

担
当
）　

中
島
秀
文
［
加
藤
文
太
郎
記
念
図

書
館
係
長
］
▼
課
税
係
長
（
国
保
税
担
当
）

　

岡
田
和
紀
［
税
務
課
主
査
］
▼
収
税
係
長

　

西
村
晋
吾
［
税
務
課
主
査
］
▼
課
税
係
長

（
住
民
税
担
当
）　

西
岡
千
恵
子
［
浜
坂
公
民

館
主
査
］

◇
町
民
安
全
課

▼
課
長
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長　

西
村
徹

［
こ
ど
も
教
育
課
長
兼
浜
坂
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
］
▼
課
長
補
佐
兼
生
活
環
境
係

長　

中
村
裕
［
町
民
課
環
境
防
災
係
長
（
環

境
担
当
）］
▼
戸
籍
年
金
係
長　

谷
元
菜
穂

子
［
町
民
課
戸
籍
年
金
係
長
（
戸
籍
担
当
）］

▼
主
事　

西
口
聖
也
［
企
画
課
主
事
］

◇
防
災
安
全
室

▼
室
長　

西
垣
宏
一
［
環
境
セ
ン
タ
ー
課
長

補
佐
］
▼
課
長
補
佐　

松
岡
宏
典
［
町
民
課

環
境
防
災
係
長
（
防
災
担
当
）］
▼
係
長　

小
林
有
希
［
町
民
課
主
査
］

◇
環
境
セ
ン
タ
ー

▼
課
長
補
佐　

鶴
田
利
順
［
農
林
水
産
課
基

盤
整
備
係
長
（
地
籍
調
査
担
当
）］
▼
自
動

車
運
転
手
兼
作
業
員　

中
村
重
信
［
公
立
浜

坂
病
院
自
動
車
運
転
手
兼
用
務
員
］

◇
健
康
福
祉
課

▼
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂

新温泉町職員人事異動（４月１日付）
―問合せ―　総務課　℡ 82-3111
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◇
建
設
課　

▼
副
課
長
兼
地
域
整
備
係
長（
工
務
担
当
）

　

井
上
陽
一
［
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼

施
設
係
長
（
下
水
道
担
当
）］
▼
課
長
補

佐
兼
管
理
係
長
（
総
括
担
当
）　

小
谷
豊

［
総
務
課
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
（
電
算
・

調
整
担
当
）］
▼
管
理
係
長
（
管
理
担
当
）

　

寺
田
俊
道
［
建
設
課
管
理
係
長
］
▼
管

理
係
長
（
用
地
担
当
）　

亀
谷
悦
生
［
健

康
福
祉
課
主
査
］

◇
上
下
水
道
課

▼
副
課
長
兼
経
理
係
長
（
下
水
道
担
当
）

　

奥
澤
浩
［
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
経

理
係
長
（
下
水
道
担
当
）］
▼
課
長
補
佐

兼
施
設
係
長
（
下
水
道
担
当
）　

谷
岡
文

彦
［
建
設
課
課
長
補
佐
兼
地
域
整
備
係
長

（
工
務
担
当
）］
▼
課
長
補
佐
兼
経
理
係
長

（
水
道
担
当
）　

山
基
恭
道
［
健
康
福
祉
課

国
保
医
療
係
長
（
国
保
担
当
）］

◇
牧
場
公
園

▼
園
長　

藤
本
喜
龍［
兵
庫
県
よ
り
派
遣
］

▼
課
長　

三
宅
由
利
子［
兵
庫
県
よ
り
派
遣
］

◇
地
域
振
興
課

▼
副
課
長
兼
振
興
係
長
（
総
務
担
当
）　

中
島
昌
彦
［
総
務
課
課
長
補
佐
］
▼
住
民

係
長
（
総
括
担
当
）　

乙
野
茂
［
税
務
課

課
税
係
長
（
住
民
税
担
当
）］
▼
住
民
係

長　

丸
岡
勇
輔
［
建
設
課
主
査
］
▼
主
事

　

水
谷
明
信
［
健
康
福
祉
課
主
事
］

◇
出
納
室

▼
会
計
管
理
者
兼
室
長　

仲
村
秀
幸
［
総

務
課
長
］
▼
出
納
係
長　

小
林
正
則
［
出

納
室
出
納
係
長
（
支
出
担
当
）］
▼
主
事

　

澤
田
珠
弥
［
採
用
］

◇
公
立
浜
坂
病
院

▼
院
長
兼
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
施

設
長　

髙
木
一
光
［
公
立
浜
坂
病
院
長
］
▼

医
療
技
術
長　

澤
田
裕
子
［
公
立
浜
坂
病
院

主
任
薬
剤
師
］
▼
事
務
長　

吉
野
松
樹
［
公

立
浜
坂
病
院
事
務
長
兼
介
護
老
人
保
健
施
設

さ
さ
ゆ
り
事
務
長
］
▼
主
任
診
療
放
射
線
技

師　

島
田
伸
吾
［
公
立
浜
坂
病
院
診
療
放
射

線
技
師
］
▼
主
任
栄
養
士　

中
島
友
子
［
公

立
浜
坂
病
院
栄
養
士
］
▼
理
学
療
法
士　

岡

本
一
馬
［
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
理

学
療
法
士
］
▼
総
合
診
療
科
医
師　

金
澤
史

朗
［
採
用
］
▼
看
護
師　

廣
田
唯
［
採
用
］

▼
理
学
療
法
士　

永
井
茉
莉
子
［
採
用
］
▼

理
学
療
法
士　

中
村
俊
介
［
採
用
］
▼
機
械

員　

松
岡
信
介
［
採
用
］
▼
診
療
放
射
線
技

師　

小
林
俊
一
［
再
任
用
］
▼
薬
剤
師　

杉

本
真
弓
［
再
任
用
］
▼
看
護
師　

前
垣
桂
子

［
再
任
用
］▼
看
護
師　

安
家
英
子［
再
任
用
］

▼
看
護
師　

田
村
か
づ
子
［
再
任
用
］

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り

▼
事
務
長　

宇
野
喜
代
美
［
介
護
老
人
保
健

施
設
さ
さ
ゆ
り
副
課
長
］
▼
係
長　

村
尾
雄

一
郎
［
農
業
委
員
会
事
務
局
係
長
］
▼
理
学

療
法
士　

宮
階
大
輔
［
公
立
浜
坂
病
院
理
学

療
法
士
］
▼
作
業
療
法
士　

田
中
理
紗
［
採

用
］
▼
介
護
福
祉
士　

中
村
香
奈
恵
［
採
用
］

▼
介
護
福
祉
士　

杉
本
知
佳
［
採
用
］
▼
介

護
福
祉
士　

宮
川
佳
之
［
採
用
］
▼
看
護
師

　

澤
田
菊
代
［
再
任
用
］

◇
は
ま
さ
か
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

▼
主
任
看
護
師　

小
林
洋
子
［
は
ま
さ
か
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
看
護
師
］

◇
こ
ど
も
教
育
課

▼
課
長
兼
浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　

長
谷
阪
治
［
税
務
課
長
］
▼
副
課
長
兼
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

石
原
千
津
子
［
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
］
▼
課
長

補
佐
兼
教
育
総
務
係
長
（
総
括
担
当
）　

吉

田
博
和
［
こ
ど
も
教
育
課
課
長
補
佐
兼
教
育

総
務
係
長
］
▼
教
育
総
務
係
長　

中
尾
良
平

［
こ
ど
も
教
育
課
主
査
］
▼
主
査　

西
垣
裕

理
［
こ
ど
も
教
育
課
主
事
］

◇
ゆ
め
っ
こ
認
定
こ
ど
も
園

▼
園
長
兼
温
泉
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　

中
嶋
惠
子
［
大
庭
認
定
こ
ど
も
園
長
］
▼

副
園
長　

藤
本
裕
子
［
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園

総
括
主
幹
保
育
教
諭
］
▼
保
育
教
諭　

中
井

歩
美
［
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
］

◇
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園

▼
園
長　

井
上
清
美
［
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園

副
園
長
］
▼
副
園
長　

西
村
美
幸
［
大
庭
認

定
こ
ど
も
園
総
括
主
幹
保
育
教
諭
］
▼
保
育

教
諭　

山
田
宏
美
［
大
庭
認
定
こ
ど
も
園
保

育
教
諭
］
▼
保
育
教
諭　

田
村
衣
里
［
採
用
］

◇
大
庭
認
定
こ
ど
も
園

▼
園
長　

加
藤
邦
江
［
大
庭
認
定
こ
ど
も
園

副
園
長
］
▼
保
育
教
諭　

中
島
美
聡
［
浜
坂

認
定
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
］
▼
保
育
教
諭　

谷
口
晃
子
［
採
用
］

◇
浜
坂
公
民
館　

▼
係
長　

岡
野
公
一
［
浜
坂
公
民
館
主
査
］

▼
主
事　

朝
加
瑞
基
［
採
用
］

◇
温
泉
公
民
館

▼
課
長
補
佐　

西
川
茂
代
［
温
泉
公
民
館
係

長
］

◇
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
主
査　

松
岡
一
孝
［
総
務
課
主
査
］

◇
人
権
推
進
室

▼
事
務
員　

谷
田
善
明
［
再
任
用
］

◇
議
会
事
務
局　

▼
係
長　

東
康
次
郎
［
商
工
観
光
課
商
工
振

興
係
長
（
商
工
担
当
）］

◇
農
業
委
員
会

▼
事
務
局
係
長　

川
﨑
晴
人
［
健
康
福
祉
課

福
祉
係
長
（
児
童
福
祉
担
当
）］

◇
派
遣
等

▼
兵
庫
県
へ
復
帰　

池
内
俊
久
［
牧
場
公
園

長
］
▼
兵
庫
県
へ
復
帰　

田
原
和
彦
［
牧
場

公
園
課
長
］

◇
退
職
（
3
月
31
日
付
）

▼
迫
健
太
郎
［
公
立
浜
坂
病
院
総
合
診
療
科

医
師
］
▼
辻
村
真
里
奈
［
介
護
老
人
保
健
施

設
さ
さ
ゆ
り
施
設
長
］
▼
森
本
彰
人
［
健
康

福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
ユ
ー
ト
ピ
ア
浜

坂
館
長
］
▼
中
村
光
春
［
会
計
管
理
者
兼
出

納
室
長
］
▼
谷
田
善
明
［
町
民
課
長
兼
環
境

セ
ン
タ
ー
所
長
］
▼
井
上
玲
子
［
ゆ
め
っ
こ

認
定
こ
ど
も
園
長
兼
温
泉
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
］
▼
大
田
鈴
子
［
浜
坂
認
定
こ
ど

も
園
長
］
▼
井
上
秀
子
［
ゆ
め
っ
こ
認
定
こ

ど
も
園
副
園
長
］
▼
大
下
勝
［
公
立
浜
坂
病

院
医
療
技
術
長
］
▼
小
林
俊
一
［
公
立
浜
坂

病
院
主
任
診
療
放
射
線
技
師
］
▼
杉
本
真
弓

［
公
立
浜
坂
病
院
主
任
薬
剤
師
］
▼
安
家
英

子
［
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
長
］
▼
田
村
か

づ
子
［
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
］
▼
澤
田
菊

代［
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
看
護
師
］

▼
坂
本
静
枝
［
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
］
▼

堀
江
正
則
［
総
務
課
自
動
車
運
転
手
兼
用
務

員
］
▼
山
口
伸
時
［
環
境
セ
ン
タ
ー
自
動
車

運
転
手
兼
作
業
員
］
▼
松
尾
す
み
え
［
再
任

用
職
員
、
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
准

看
護
師
］
▼
田
野
惠
子
［
再
任
用
職
員
、
公

立
浜
坂
病
院
看
護
師
］
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▼
公
立
浜
坂
病
院
総
合
診
療
科
医
師

　

金
澤
史
朗

地域住民の方々に
親しみを持ってい
ただける医師とな
れるように尽力し
ていきますのでよ
ろしくお願いしま
す。

▼
企
画
課
主
事

　

松
岡
知
希

町民の皆様にとっ
てより暮らしやす
い良い町にするた
め、責任を持ち勤
めてまいります。
よろしくお願いい
たします。

▼
出
納
室
主
事

　

澤
田
珠
弥

町民の皆様から信
頼される職員とな
れるよう、日々一
生懸命努力します
ので、よろしくお
願いいたします。

▼
健
康
福
祉
課
主
事

　

門
脇
志
穂
実

町民の方々に安心
と元気を与えられ
るような、明るく・
笑顔のある職員を
目指し日々努力し
ます。よろしくお
願いします。

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
介
護
福
祉
士

　

杉
本
知
佳

ご利用者の皆様が
より良い生活を送
ることができるよ
う、一生懸命頑張
ります。よろしく
お願いいたしま
す。

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
介
護
福
祉
士

　

宮
川
佳
之

介護を通して新温
泉町の福祉に貢献
できるよう、一生
懸命頑張ります。
よろしくお願いい
たします。

▼
公
立
浜
坂
病
院
機
械
員

　

松
岡
信
介

町民の皆さんが安
心して来所できる
よう微力ながら尽
力いたします。よ
ろしくお願いいた
します。

▼
観
光
振
興
支
援

　

松
岡
佑
子

「みんなで楽しく」
をモットーに新温
泉町での生活を楽
しみ、町外に新温
泉町の魅力を伝え
られるように頑張
ります。

▼
浜
坂
公
民
館
主
事

　

朝
加
瑞
基

新温泉町職員とし
て、町民の方々に
貢献できるように、
何事にも一生懸命
取り組んでいきた
いです。よろしく
お願いします。

▼
大
庭
認
定
こ
ど
も
園
保
育
教
諭

　

谷
口
晃
子

子ども一人ひとり
を大切にした保育
や子育て支援がで
きるよう努めたい
と思います。よろ
しくお願いしま
す。

▼
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
保
育
教
諭

　

田
村
衣
里

子ども一人ひとり
の思いをしっかり
と聴き、丁寧に関
わることができる
保育教諭を目指し
頑張ります。よろ
しくお願いします。

▼
健
康
福
祉
課
保
健
師

　

山
本
愛
佳

町民の皆様に笑顔
と安心をお届けで
きる職員になれる
よう、日々精進し
てまいります。よ
ろしくお願いいた
します。

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
作
業
療
法
士

　

田
中
理
紗

▼
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師

　

廣
田
唯

町民の皆様のお
役に立てるよう
に、日々努力し
ていきたいと思
います。よろし
くお願いいたし
ます。

4 月から公立浜
坂病院で看護師
として働きま
す。地域の皆様
により良い医療
を提供できるよ
う頑張ります。

▼
公
立
浜
坂
病
院
理
学
療
法
士

　

永
井
茉
莉
子

地域の皆様が元
気に笑顔で毎日
を過ごせるよ
う、一生懸命頑
張ります。よろ
しくお願いいた
します。

▼
公
立
浜
坂
病
院
理
学
療
法
士

　

中
村
俊
介

日々努力を積み
重ね、理学療法
を通じて町民の
皆様のお役に立
てるように頑張
ります。よろし
くお願いします。

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
介
護
福
祉
士

　

中
村
香
奈
恵

皆様が安心して
生活を送ってい
ただけるよう、
精一杯頑張りた
いと思います。
よろしくお願い
いたします。

︿  
採
用
職
員
の
紹
介  

﹀

︿
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
紹
介
﹀
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防
災
安
全
室
で
は
、
今
後
、
業
務
継
続

計
画
等
の
各
種
防
災
安
全
関
係
の
計
画
策

定
や
、
地
域
と
協
力
し
て
作
成
す
る
避
難

行
動
要
支
援
者
に
係
る
個
別
支
援
計
画
の

作
成
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
災
害
に
お
け
る
危
険
区
域

を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
必
要
な
防

災
用
品
や
備
蓄
品
の
整
備
充
実
を
計
画
的

に
行
い
、
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を

「
防
災
安
全
室
」 を
設
置
し
ま
し
た

　

～ 
ま
ち
の
防
災
体
制
を
強
化 

～

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
内
陸
活
断
層
を
震
源
と
す
る
地
震
の
発
生
が
確
実
視
さ
れ
、
気

候
変
動
に
よ
る
風
水
害
の
激
甚
化
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。昨
年
の
7
月
豪
雨
で
は
岡
山
県
・

広
島
県
・
愛
媛
県
を
中
心
に
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災
害
等
が
多
数
発
生
し
、
死
者
・
行
方
不

明
者
数
等
が
２
０
０
人
を
超
え
る
な
ど
、
近
年
稀
に
み
る
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

行
政
は
防
災
対
策
の
充
実
に
不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
が
、
突
発
的
に
発
生
す
る

激
甚
な
災
害
に
対
し
て
は
、
行
政
主
導
の
ハ
ー
ド
対
策
・
ソ
フ
ト
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
の
取
組
に
加
え
、
住
民
が
「
自
ら
の
命
は
自
ら

が
守
る
」
意
識
を
持
っ
て
自
ら
の
判
断
で
避
難
行
動
を
と
り
、
行
政
は
そ
れ
を
全
力
で
支
援

す
る
と
い
う
住
民
主
体
の
取
組
の
強
化
に
よ
る
防
災
意
識
の
高
い
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
、
本
町
で
は
4
月
か
ら
町
民
課
に
「
防
災
安
全
室
」
を
設
置
、

課
名
も
「
町
民
安
全
課
」
に
変
更
し
て
、
防
災
体
制
の
強
化
を
図
り
、
防
災
計
画
の
整
備
充

実
や
啓
発
活
動
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

町
民
安
全
課

　防
災
安
全
室　

℡
82
‐
３
１
２
０

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
応
急
活

動
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
自
主
防
災
組
織

の
育
成
に
努
め
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
新
温
泉
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
会
」
等
と
連
携
し
た
各
種
防
災
活

動
の
取
組
推
進
や
、
職
員
・
住
民
向
け
の

防
災
教
育
の
実
施
、
高
齢
者
が
よ
り
参
加

し
や
す
い
防
災
訓
練
の
検
討
・
実
施
等
、

防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ひ
ょ
う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー

※
の
町
民
13
人
が
「
新
温
泉
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
会
」

を
設
立
し
、
3
月
20
日
、
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
で
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
地
域
防
災
の
担
い
手
の
力
を
結
集
し
て
広
範
囲
な
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
昨
年
末
か
ら
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
地
域
で
の
減
災
・

防
災
知
識
の
普
及
や
災
害
時
の
自
主
防
災
組
織
の
指
導
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
運
営
協
力
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
住
民
同
士
の
＂
共
助
＂
の
強
化
・

「
新
温
泉
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
会
」
設
立

“
共
助
”に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
て 

充
実
に
よ
り
、
地
域
の
防
災

力
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

設
立
発
起
人
代
表
で
会
長

に
就
任
し
た
加
藤
博
さ
ん

（
歌
長
）
は
「
防
災
は
『
ひ

と
ご
と
』
で
は
な
く
『
わ
が

こ
と
』
で
あ
る
。
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
気
持
ち
で
頑
張
り
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

※
ひ
ょ
う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー

…
地
域
防
災
の
担
い
手
と

な
る
自
主
防
災
組
織
等
の

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的

と
し
た
「
ひ
ょ
う
ご
防
災

リ
ー
ダ
ー
講
座
」
の
修
了

者
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4
月
14
日
、
健
康
公
園
す
こ
や
か
ド
ー

ム
で
多
数
の
来
賓
や
西
岡
安
雄
団
長
以
下

５
２
５
名
の
消
防
団
員
が
出
席
し
、「
新

温
泉
町
消
防
団
出
初
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
は
、
消
防
団
員
全
員
に
よ
る
分

列
行
進
で
始
ま
り
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員

や
そ
の
家
族
な
ど
へ
の
表
彰
伝
達
、
辞
令

交
付
や
閲
団
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
、
消
防
車
両

に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
や
、
岸
田
川
と
久

斗
川
の
合
流
点
で
の
消
防
車
両
28
台
に
よ

る
一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

町
民
安
全
課　

防
災
安
全
室

　

℡
82-

３
１
２
０

主
な
表
彰
者
（
敬
称
略
）

◎
消
防
庁
長
官
表
彰　

　
【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　

副
団
長　

中
島
武

　

副
団
長　

西
村
亨

　

副
分
団
長　

仲
村
千
昭

◎
兵
庫
県
知
事
表
彰　
　
　
　
　
　

　
【
功
労
章
】

　

副
団
長　

中
島
武

　

分
団
長　

吉
田
一
也

　
【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　

分
団
長　

谷
岡
文
彦

　

分
団
長　

杉
岡
浩

　

副
分
団
長　

浅
田
紀
行

　

副
分
団
長　

中
村
香

　

副
分
団
長　

丸
谷
美
致
雄

　

副
分
団
長　

岡
田
恵
治

　

班
長　

堀
江
和
明

　

班
長　

株
本
隆
男

　

班
長　

川
本
努

　

班
長　

森
川
悠
平

　

班
長　

山
村
章
次

　

団
員　

西
村
誉
生

　

団
員　

山
崎
良
浩

　

団
員　

宮
脇
素
成

　

団
員　

田
中
靖
英

　

団
員　

岡
村
智

　

団
員　

田
中
壮
一
郎

　

団
員　

谷
村
幸
祐

　

団
員　

竹
中
道
明

　

団
員　

西
脇
一
行

　

団
員　

尾
﨑
隆

　

団
員　

横
田
丈
晴

　

団
員　

植
田
秀
作

◎
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
消
防
長
表
彰

　
【
竿
頭
綬
】

　

浜
坂
第
4
分
団　

田
井
部

　

浜
坂
第
10
分
団　

久
谷
部

　

温
泉
第
１
分
団

表彰を受ける中島副団長

消防団員全員による分列行進

　

副
分
団
長　

山
根
真
吾

　

副
分
団
長　

松
井
晴
秀

　

副
分
団
長　

西
澤
護

◎
兵
庫
県
知
事
感
謝

　
【
家
族
の
賞
】（
勤
続
20
年
以
上
）

　

副
分
団
長　

川
﨑
晴
人
・
裕
子

　

副
分
団
長　

中
井
栄
樹
・
智
恵
子

　

部
長　

尾
崎
圭
示
・
宏
美

　

部
長　

岡
村
達
也
・
祐
子

　

班
長　

仲
村
忠
洋
・
亜
矢

　

団
員　

小
田
正
憲
・
寛
子

　

団
員　

島
田
秀
則
・
惠
美

　

団
員　

山
本
英
之
・
和
美

　

団
員　

小
西
孝
弘
・
美
紀

　

団
員　

田
中
宏
道
・
由
子

　

団
員　

谷
口
宏
・
伸
子

　

団
員　

竹
中
良
作
・
栄
子

　

団
員　

田
中
重
光
・
和
子

◎
新
温
泉
町
長
表
彰（
勤
続
20
年
以
上
）

　

分
団
長　

大
田
昭
彦

　

分
団
長　

門
脇
正
泰

　

分
団
長　

熊
本
大
輔

　

副
分
団
長　

岸
本
茂

　

副
分
団
長　

今
井
満

　

副
分
団
長　

田
中
智
士

　

副
分
団
長　

村
上
康
行

　

副
分
団
長　

谷
岡
勝
将

　

副
分
団
長　

長
谷
坂
和
人

　

部
長　

村
尾
雄
一
郎

　

部
長　

谷
口
修
一

　

部
長　

中
村
成
一

　

部
長　

中
井
元
康

　平成31年度　新温泉町消防団出初式
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◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
【
精
績
章
】

　

分
団
長　

井
上
賢
治

　

分
団
長　

小
椋
満

　
【
勤
続
章
】

　

副
分
団
長　

石
原
栄
治

　

班
長　

伊
賀
浩
郁

　

団
員　

井
上
諭

　

団
員　

井
上
弘

　

団
員　

馬
場
聡

　

団
員　

中
村
強

　

団
員　

山
村
満
彦

◎
兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
【
功
績
章
】

　

副
団
長　

西
村
亨

　

副
分
団
長　

石
原
栄
治

　
【
精
績
章
】

　

分
団
長　

中
村
行
男

　

分
団
長　

酒
井
浩

　

分
団
長　

河
越
大
作

　

分
団
長　

山
本
学

　
【
勤
続
章
】

　

副
団
長　

中
島
武

　

分
団
長　

植
村
匡
継

　

分
団
長　

楠
貴
志

　

分
団
長　

道
盛
一
人

　

分
団
長　

谷
岡
文
彦

　

分
団
長　

河
越
大
作

　

副
分
団
長　

尾
崎
松
男

　

副
分
団
長　

原
憲
一

　

部
長　

二
階
堂
昌
雲

　

部
長　

山
根
文
雄

　

部
長　

井
上
和
義

　

部
長　

岡
本
善
彦

　

団
員　

谷
田
善
明

　

団
員　

澤
田
宏

　

団
員　

岡
坂
勝
浩

　

団
員　

久
瀬
剛

　

団
員　

藤
田
育
宏

　

団
員　

岡
本
忍

　

団
員　

奥
田
浩
士

▽
団
長　

西
岡
安
雄

【
浜
坂
支
団
（
４
３
１
人
）】

▽
支
団
長　

宇
野
正
宏

▽
副
団
長　

松
上
鉄
雄
、
中
島
武

▽
分
団
長

　

❖
支
団
本
部　

岡
本
好
生
、
井
上
賢

　
　

治
、
植
村
匡
継
、
楠
貴
志
、
島
木

　
　

正
和
、
陣
在
裕
司

　

❖
浜
坂
第
１
分
団　

道
盛
一
人

　

❖
浜
坂
第
２
分
団　

下
雅
意
哲
也

　

❖
浜
坂
第
３
分
団　

髙
木
知
宏

　

❖
浜
坂
第
４
分
団　

谷
田
剛
章

　

❖
浜
坂
第
５
分
団　

中
村
行
男

　

❖
浜
坂
第
６
分
団　

中
村
明
弘

　

❖
浜
坂
第
７
分
団　

橋
本
英
樹

　

❖
浜
坂
第
８
分
団　

島
田
邦
裕

　

❖
浜
坂
第
９
分
団　

大
田
昭
彦

　

❖
浜
坂
第
10
分
団　

門
脇
正
泰

　

❖
浜
坂
第
11
分
団　

高
橋
徹

　

❖
浜
坂
第
12
分
団　

谷
岡
文
彦

　

❖
浜
坂
第
13
分
団　

熊
本
大
輔

　

❖
浜
坂
第
14
分
団　

酒
井
浩

【
温
泉
支
団
（
２
９
４
人
）】

▽
支
団
長　

山
本
司

▽
副
団
長　

前
谷
斉
、
西
村
亨

▽
分
団
長

　

❖
支
団
本
部　
　
　

角
田
和
寿

　

❖
温
泉
第
１
分
団　

中
村
公
紀

　

❖
温
泉
第
２
分
団　

河
越
大
作

　

❖
温
泉
第
３
分
団　

山
根
一
洋

　

❖
温
泉
第
４
分
団　

杉
岡
浩

　

❖
温
泉
第
５
分
団　

山
本
学

　

❖
温
泉
第
６
分
団　

西
𦚰
良
和

　

❖
温
泉
第
７
分
団　

小
椋
満

新温泉町消防団（726 人）

消防車両 28台での一斉放水

辞令を受ける新入団員

　

団
員　

高
垣
比
呂
彦

　

団
員　

三
谷
敏
和

　

団
員　

中
島
英
明

　

団
員　

植
田
雅
重

　
【
精
勤
章
】

　

分
団
長　

髙
木
知
宏

　

分
団
長　

島
田
邦
裕

　

分
団
長　

谷
岡
文
彦

　

分
団
長　

西
𦚰
良
和

　

副
分
団
長　

川
﨑
晴
人

　

副
分
団
長　

中
村
公
紀

　

副
分
団
長　

渡
世
洋

　
【
家
族
の
賞
】（
勤
続
30
年
以
上
）

　

副
団
長　

前
谷
斉
・
正
代

　

副
分
団
長　

石
原
栄
治
・
裕
子

　

団
員　

井
上
諭
・
清
美

　

団
員　

井
上
弘
・
秀
子

　

団
員　

馬
場
聡
・
幸
子

　　　　　　閲団を受ける消防団員
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　平成 31 年度は、肺がん検診（地区巡回）を 5 月と 6 月の総合健診後に実施します。時間
のかからない簡単な検診ですので、次の日程を参考に受診しやすい場所で受けてください。
　近年、高齢化に伴う免疫力の低下から結核が増加傾向にあります。本町でも高齢者の方
の発症がみられています。検診で早期に発見できると治療も短期間になり、また集団感染
を予防することができます。必ず年に一度は胸部レントゲンを受けましょう。

◇検診対象者　　20歳以上の方（職場や病院で検診を受ける方、妊娠中の方は含みません）
◇受 診 料　　無料
◇内　　　容　　問診、胸部レントゲン
◇注 意 事 項　　受診の際には胸・背中にボタンやホック等のないものを着用してください。

－問合せ―　健康福祉課　健康推進係（すこやか～に内）　℡ 99-2940

平成 31 年度　肺がん検診（地区巡回）のご案内

月　日 時　　間 と　こ　ろ 対象地区

5 月 16 日
（木）

１３：００～１３：２０ 居組コミュニティセンター　 居組
１３：３０～１３：４０ 釜屋公会堂 釜屋
１３：５０～１４：００ 漁協諸寄支所前（諸寄・川中町）　

諸寄１４：１０～１４：３０ 野田橋詰（諸寄・奥町）
１４：４５～１５：０５ 諸寄郵便局前（諸寄・吉田町）
１５：２０～１５：３５ 浜坂体育センター（浜坂・宇都野町）　 浜坂
１５：５０～１６：０５ 芦屋ふれあいセンター 芦屋
１６：２０～１６：３０ ユートピア浜坂（浜坂・中本町）

浜坂１６：４５～１６：５５ 勝願寺様前（浜坂・門陀町）
１７：１０～１７：１５ 文化会館（浜坂・栄町）　　　

5 月 17 日
（金）

１３：００～１３：２０ 浜坂保健センター（二日市） 二日市
１３：３０～１３：５０ 福富集会所 福富
１３：５５～１４：０５ 清富集会所 清富
１４：１０～１４：１５ 指杭バス停付近 指杭
１４：２０～１４：３０ 田井高齢者・若者センター 田井
１４：４５～１５：００ 御火浦コミュ二ティセンター 三尾
１５：１０～１５：２０ 赤崎コミュ二ティ消防センター 赤崎
１５：２５～１５：３５ 和田公会堂 和田
１５：５０～１６：００ 奥澤旅館様前駐車場（七釜） 七釜
１６：１０～１６：２５ セレモニーもりば様駐車場前（新市） 新市
１６：３５～１６：４５ 西村英子様宅車庫前（古市） 古市
１６：５０～１７：００ 用土公会堂 用土

5 月 20 日
（月）

１３：００～１３：１０ 久斗山公会堂 久斗山
１３：２０～１３：２５ 境集会所 境
１３：４０～１３：５０ 藤尾公会堂 藤尾
１３：５５～１４：０５ 水田建設 ( 株 ) 様駐車場（辺地） 辺地
１４：１０～１４：２０ 正法庵生活改善センター 正法庵
１４：３０～１４：４０ 高末ふれあいセンター 高末
１４：５０～１５：００ 久谷民俗芸能伝承館（久谷） 久谷
１５：１０～１５：２５ 対田生活改善センター 対田
１５：４０～１５：５５ 戸田公会堂 戸田
１６：０５～１６：１５ 町営住宅若松団地 若松町
１６：２０～１６：３０ 浜坂南小学校付近 栃谷
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＊結核を疑う症状＊
　①咳や痰が 2週間以上続く時は、結核の検査を受けましょう。
　②高齢者の場合は、体重が減った時（入れ歯が合わなくなる・ズボンがゆるくなる　
　など）も、結核を疑って相談しましょう。

月　日 時　　間 と　こ　ろ 対象地区

5 月 21 日
（火）

１３：００～１３：１０ 歯科診療所（湯） 湯
１３：２０～１３：３０ 細田公民館 細田
１３：４０～１３：５０ 下岡ごみステーション前 竹田１３：５５～１４：０５ 竹田公民館
１４：１５～１４：２０ あさひヶ丘バス停付近 あさひヶ丘
１４：３０～１４：４０ 千原公民館 千原
１４：５５～１５：０５ 鐘尾公民館 鐘尾
１５：１５～１５：３５ 浅田憲一様宅横（千谷） 千谷
１５：４５～１５：５５ 宮脇橋付近 宮脇
１６：０５～１６：１５ 内山公民館 内山
１６：２５～１６：３５ 越坂公民館 越坂
１６：４５～１６：５０ 内山出合橋付近 内山

◎以下の地区は、町ぐるみ健診後に巡回をします。

月　日 時　　間 と　こ　ろ 対象地区

6 月 4 日
（火）

１３：３０～１３：４０ 松本晃様宅前 ( 浜坂・浜岡町 )
浜坂１３：５０～１４：００ ナカケー白川店様駐車場（浜坂 ∙ 京口二）

１４：０５～１４：１５ 川越大幸様宅駐車場横（浜坂・京口一）
１４：２５～１４：３５ 県営住宅横駐車場（三谷） 緑町、南町、秋葉台、三谷
１４：４５～１４：５５ 田君集落センター 田君
１５：００～１５：０５ 後山公民館 後山
１５：２０～１５：３０ 今岡金屋公民館 今岡金屋
１５：３５～１５：４５ 井土団地付近 井土１５：５０～１６：００ 井土公民館

6 月 17 日
（月）

１４：００～１４：１５ 照来診療所前（桐岡） 桐岡
１４：２５～１４：３５ 多子中バス停付近 多子
１４：４０～１５：００ 切畑公会堂 切畑
１５：１０～１５：２０ 中井弘平様宅前（丹土） 丹土
１５：２５～１５：３５ 中辻公民館 中辻
１５：４５～１５：５５ 塩山公民館 塩山
１６：０５～１６：１５ 薬師堂（飯野） 飯野１６：２０～１６：３０ 巌山寺様付近（飯野）

6 月 18 日
（火）

１４：００～１４：１０ アマゴ養殖場様付近（霧滝） 霧滝
１４：２５～１４：４０ 青下消防車庫前 青下
１４：５０～１５：００ 石橋公民館 石橋
１５：１０～１５：２０ 岸田公民館 岸田
１５：２５～１５：３５ 岸田出張診療所前（田中） 田中
１５：４５～１５：５５ 前地区バス停付近 前
１６：０５～１６：１５ 海上公民館 海上

6 月 19 日
（水）

１３：５０～１４：００ 伊角公民館 伊角
１４：１０～１４：１５ 熊谷公民館 熊谷１４：２０～１４：３０ 仁連寺バス停付近
１４：４５～１４：５５ 数久谷公民館 数久谷
１５：３０～１５：４０ 高山公民館 高山
１５：５０～１６：００ 歌長公民館 歌長
１６：１５～１６：２５ 春来バス停付近 春来
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風しんの抗体検査・予防接種 が 無料 で受けられます

　風しんは、感染者の飛まつなどによって他の人にう
つる、感染力が強い感染症です。妊娠早期の妊婦が感
染すると、出生児が先天性風しん症候群（眼や耳、心
臓に障害が出ること）になる可能性があります。
　昭和 37 年 4 月 2 日から昭和 54 年 4 月 1 日の間に
生まれた男性は、公的な予防接種を受ける機会がな
かったことから、抗体保有率が他の世代に比べて低く
なっています。そこで、平成 34 年 3 月 31 日までの
3 年間に限り、風しんの抗体検査及び予防接種を公費
で受けられることになりました。
　風しんから、あなた自身と周りの人を守るために風
しんに対する抵抗力を確認・獲得しましょう。

▼対象者
　昭和 37年 4月 2日～昭和 54年 4月 1日生まれの
男性
※平成 31 年度は、昭和 47 年 4 月 2 日～昭和 54 年
4月 1日生まれの男性にクーポン券を送付します。
※なお、平成 31年度にクーポン券が送付されない対
象者も町に希望すればクーポン券を発行し、抗体検
査を受けられます。

―問合せ―　健康福祉課　健康推進係　　℡ 99-2940

利
用
の
流
れ

①
対
象
者
へ
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
く

（
５
月
頃
）

②
抗
体
検
査
を
受
け
る

　

ク
ー
ポ
ン
券
・
受
診
票
・
本
人

確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

③
検
査
結
果
が
「
抗
体
な
し
」
の

場
合
は
予
防
接
種
を
受
け
る

　

ク
ー
ポ
ン
券
・
予
診
票
・
本
人

確
認
書
類
・
抗
体
検
査
結
果
通

知
が
必
要
で
す
。

※
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
は
、
本

事
業
に
参
加
し
て
い
る
全
国
の

医
療
機
関
等
で
受
け
ら
れ
ま

す
。（
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

※
抗
体
検
査
は
町
ぐ
る
み
健
診
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
職

場
で
の
健
康
診
断
で
も
受
け
ら

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
に
同
封

の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

知
が
必
要
で
す
。

上島プロパンは電気も取
扱中！

上島プロパンは電気も取
扱中！

ご使用量に関わらず、ご使用量に関わらず、
すべてのお客様が
関西電力よりおトク！
すべてのお客様が
関西電力よりおトク！

「ＪＸＴＧエネルギー株式会社」は、石油・ガス・電力等
を供給販売する売上高10兆円の日本最大の総合エネル
ギー企業。10月からENEOSでんきブランドへ統一！

☎82-3110

ブランドへ統一の

100件中22件が切替中！
全国では1,038万件が切替！（1月末現在）

【広告】



再生可能エネルギーの導入を支援します!!
H31（2019）.4.25

対象設備 要件等 補助金額

太陽光発電
システム

（10kW 未満）

・電力会社と電灯契約を締
結できるもの

・設置経費が1kW当たり
50万円以下（税抜）のも
の

5万円／ kW
（上限 20万円）

※町外業者が施工の場合は
3万円／ kW

（上限 12万円）

小型風力
発電施設

・発電機の定格出力が
100W以上の施設

設置経費の 10分の 1
（限度額 10万円）

薪ストーブ、
ペレットストーブ

・薪、ペレットを燃料とす
るストーブ

設置経費の 5分の 1
（限度額 5万円）

薪ボイラ－、
ペレットボイラー

・薪、ペレットを燃料とす
るボイラー

ボイラー本体価格の
5分の 1

　（限度額 10万円）

太陽熱温水器

・貯湯量 100㍑以上のもの
であること。

・一般に販売されているも
のであること。

設置経費の 10分の 1
（限度額 2万円）

その他町長の認
める再生可能エ
ネルギー設備

・小型水力発電等再生可
能エネルギーを利用し
た発電設備等であって、
町長の認めるもの

設置経費の 5分の 1
（限度額 20万円）

平成 31 年度
住宅用太陽光

買取価格
24 円／ kwh

（買取期間 10 年）

事
業
者
と
団
体
等
を
対
象
と
し
た

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ（
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
）

設
置
を
支
援
し
ま
す
！

　

町
民
や
観
光
客

等
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
整

備
を
促
進
す
る
た

め
、
商
店
や
宿
泊
施
設
な
ど
に
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

▼
申
請
書
類　

企
画
課
、
温
泉
総
合
支

　

所
で
受
領
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

　新温泉町では、環境にやさしいまちづくりを推進するため、再生可能エネルギー
システムを設置される方に補助金を交付します。※予算の範囲内で先着順

◆補助対象
▽町内に住所を有し、自らが居住する住宅（店
舗、事務所等の兼用住宅を含む）、区・町
内会が管理する集会施設（敷地内）に対象
設備を設置する方。
▽町内の事業所または共同利用施設に、小型
風力発電設備、木質バイオマス熱利用設備
（薪・ペレットストーブ等）を設置する方。

◆対象工事の着手・完了
▽補助金交付決定日以後に着手または住宅の
引き渡しを受けてください。
▽実績報告書を平成 32年 3月末までに提出
してください。

◆申請書類　企画課、温泉総合支所で受領、
　または町ホームページからダウンロード
◆補助対象設備・要件等（右表のとおり）
※いずれの設備も未使用品であること

―申請・問合せ―　企画課　広報情報係　℡ 82-5624

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
経
費　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置

　

に
か
か
る
機
材
の
購
入
費
及
び
工
事

　

費
等
の
導
入
経
費

▼
対
象
工
事
の
着
手
・
完
了

◇
補
助
金
交
付
決
定
日
以
後
に
着
手
し

　

て
く
だ
さ
い
。

◇
実
績
報
告
書
を
平
成
32
年
3
月
末
ま

　

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
率　

２
分
の
１
以
内

　
（
最
大
１
か
所
あ
た
り
２
万
円
）

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0
※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

こ
ち
ら
町
長
室

　
（
4
月
10
日
執
筆
）

　

平
成
か
ら
令
和
へ

　

新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。
新
温

泉
町
の
人
口
は
、
合
併
し
た
平
成
17
年

の
１
７
４
６
７
人
（
平
成
17
年
の
国
勢

調
査
）
か
ら
１
３
８
３
５
人
（
3
月
1

日
現
在
の
推
計
人
口
）
と
な
り
、
2
割

以
上
減
少
し
ま
し
た
。
出
生
数
は
、
平

成
17
年
は
１
２
６
人
、
平
成
30
年
は

68
人
で
し
た
。
死
亡
は
毎
年
平
均
約

２
３
０
人
で
す
。
平
均
寿
命
は
平
成
27

年
で
男
80
・
8
歳
。
女
87
・
4
歳
で

す
。
平
成
29
年
の
一
人
当
た
り
の
平
均

所
得
は
２
５
７
万
円
で
県
下
41
市
町
の

中
で
は
40
番
目
。
観
光
客
の
宿
泊
者
数

は
、
平
成
17
年
度
は
27
万
２
０
０
０

人
、
平
成
23
年
度
に
19
万
人
ま
で
落

ち
込
ん
だ
も
の
の
、
平
成
29
年
度
は

25
万
４
０
０
０
人
で
し
た
。
漁
獲
高

は
平
成
17
年
度
が
33
億
７
０
０
０
万

円
、
平
成
29
年
度
が
31
億
２
０
０
０
万

円
で
し
た
。
畜
産
農
家
は
平
成
17
年
が

１
０
８
戸
、
平
成
30
年
は
50
戸
に
減
少

し
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
税
は
平
成

17
年
度
が
一
人
平
均
7
０
６
０
０
円
、

平
成
30
年
度
は
７
９
８
０
０
円
で
し

た
。

　

今
年
度
の
新
規
採
用
職
員
は
16
人

で
す
（
退
職
は
17
名
）。
正
規
職
員
は

２
５
７
人
、
臨
時
職
員
は
２
２
１
人

で
、
総
勢
４
７
８
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
１
０
４
億
円
（
総

額
で
１
９
４
億
円
）。
今
年
度
の
大
き

な
目
玉
が
、「
お
ん
せ
ん
天
国
室
」
の

設
置
で
す
。
ね
ら
い
は
、
町
名
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
目
標
は
、

①
温
泉
利
用
で
『
健
康
で
長
生
き
コ

ロ
ッ
と
逝
く
』
で
す
。
そ
し
て
、
②
町

を
訪
れ
る
人
を
、
現
在
の
１
０
０
万
人

か
ら
5
年
後
に
１
５
０
万
人
に
増
や
す

こ
と
で
す
。
二
つ
目
が「
防
災
安
全
室
」

の
設
置
で
す
。
近
年
多
発
す
る
自
然
災

害
に
備
え
て
設
置
し
ま
し
た
。

　

住
み
良
い
町
を
目
指
し
、
新
し
い
風

の
流
れ
が
町
全
体
に
届
く
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

新
温
泉
町
長

　西
村
銀
三

※「
こ
ち
ら
町
長
室
」の
動
画（
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
版
）は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の『
町

長
の
部
屋
→
こ
ち
ら
町

長
室
』で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
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―
農
業
委
員
会
情
報
№

132
―

平
成
31
年
度
新
温
泉
町
農
作
業
標
準
料
金
の
お
知
ら
せ

平成 31 年度新温泉町農作業標準料金（単位：円）

作　業　区　分 単位 標準金額（消費税込） 備　　考

農作業
日給

実働８時間、
技術作業は別料金

１日 8,200

作　業　区　分 単位 整備田 未整備田 備　　考

耕うん

1 回目 10アール 7,200 8,200

2回目（2番すき） 10アール 5,200 6,200

代かき（1回耕うん後）10アール 10,800 11,800

代かき（2回耕うん後）10アール 8,600 9,600

湛水荒代同時 10アール 14,000 16,500 荒おこし代かき同時

ディスク耕うん 10アール 7,200 8,200

あぜぬり 機械畦塗 １ｍ 100

育苗

発芽苗 １箱 432（運賃 64円別）
JAに準ずる（一般栽培用
予約単価）。

緑化苗 １箱 572（運賃 91円別）

硬化苗 １箱 680（運賃 91円別）

田植え 田植機 10アール 8,500 9,600 補植含まず

溝切 溝切機 10アール 2,000 10 条毎 +枕 2本、連結無

農薬散布 パイプダスター機械防除 10アール 2,000 3,000 農薬代は別

刈取り
バインダー（刈倒・紐代含）10アール 9,300 10,300 角刈含まず。委託者立会。倒伏・

湿田は 2割～ 5割増。生籾運
搬は JAに準ずる（5円 /kg）。コンバイン 10アール 21,600 23,600

脱穀 ハーベスター 10アール 15,400

乾燥 10アール 14,000 1袋700円（生籾・コンバイン袋）

籾すり 30㎏ 500 玄米 30㎏当

堆肥散布 散布機 10アール 3,000 堆肥 1t、堆肥代は別

※整備田とは、基盤整備されたほ場をいいます。
※全作業とも機械の回送代は別料金となります。
※農作業の受託については安全面（保険加入等）に考慮し、法令順守により作業を行っ　
てください。

　

平
成
31
年
度
新
温
泉
町
農
作
業
標
準
料
金
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
本
年
度
は
据
置
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
料
金
は
標
準
で
あ
り
、
ほ
場
の
形
状
、
土
質
、
進
入
難
易
度
等
に
よ
り
違
い
が
あ
る
た
め
、

当
事
者
双
方
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。   　

                                          

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの）

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

新温泉町鳥獣処理施設建
設工事

塩山 建築主体工事 1式…
地盤改良工事 1式

25,704,000 平成 31年 3月 14日 ～ 
平成 31年 3月 29日

㈱山根工務店

037-1001 熊田道路復旧
工事

歌長 ふとん篭（3段）21ｍ、法面工
82㎡、暗渠排水工24ｍ

2,505,600 平成 31年 3月 15日 ～ 
平成 31年 3月 31日

立道建設㈱

037-7,1005 空田農地・
水路（合冊）復旧工事 塩山

（農地）CB41㎡、法面工105㎡、
暗渠排水16ｍ（水路）CB23㎡ 4,903,200

平成 31年 3月 15日 ～ 
平成 31年 3月 31日 ㈲田中土建

037-18,1011 大ツン田農
地・道路（合冊）復旧工事 内山

（農地）CB71㎡、法面工51㎡
（道路）排土1式 4,968,000

平成 31年 3月 15日 ～ 
平成 31年 3月 31日 ㈲山村工務店

037-8,1006 上ノ山農地・
水路（合併）復旧工事 海上

（農地）CB33㎡（水路）CB48
㎡、水路工（U300）L=13.5ｍ 4,806,000

平成 31年 3月 15日 ～ 
平成 31年 3月 31日 ㈲山村工務店

（平成 31年 3月 6日～平成 31年 3月 25日契約分）

※予定価格が 130 万円以上の競争入札の結果につきましては、町ホームページでご覧いただけます。
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  大会開催に伴う 交通規制のお知らせとお願い

  第32回新温泉町麒麟獅子マラソン大会 

◆とき　５月 26日（日）午前 8時 30分開会　※雨天決行（３㎞の部は中止の場合あり）
◆スタート・ゴール
　役場本庁舎前
　（ゴールはスタート地点
　の後方 200 ｍに変更）

種　目 スタート時間
……3㎞ 午前　9 時 20 分
ハーフ 午前 10 時 00 分
10㎞ 午前 10 時 10 分
……5㎞ 午前 10 時 25 分

　大会当日は下図の交通規制を実施します。当日はコース周辺の渋滞や宅配便の遅配などが予想され
ます。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

　－問合せ－
新温泉町麒麟獅子マラソン大会実行委員会事務局（浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター内）　℡ 82-4512

たくさんのご声援をお願いします

◆イベント
　宇都野神社麒麟獅子舞、いずみ会いわし……
団子汁、物産店、お楽しみ抽選会

◇規制時間中はできるだけ車両の通行をご遠慮ください。
◇選手の走行中は道路の横断ができません。
◇マラソンコース内での駐停車はご遠慮ください。
◇町民バス浜坂温泉線の浜坂高校バス停及びジオパーク館バス停は午前 8時～午後 1時 30分の間は
ご利用いただけません。乗降は浜坂駅となります。
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　新温泉町の南西部に位置する扇ノ山は、アスピー
テ型火山または楯

たてじょう

状火山と呼ばれ、約 120 万年前
に噴火したといわれる標高 1310 ｍの火山です。ア
スピーテとは噴火の時に粘り気の少ない溶岩が流れ
出た傾斜がゆるやかな低火山とのこと。楯状とは楯
を伏せたような形であること。頂上は鳥取県側にあ
りますが、裾野は兵庫県側にも広がっており、登山
には海

うみがみ

上登山道、畑
はた

ヶ平
なる

登山道の 2ルートがあり
ます。登山口はいずれも標高 1000 ｍ以上から始ま
るので、雪解けは 5月半ばごろになります。小鳥
のさえずりと共に淡い青紫色のスミレが登山者を迎
えるのは、新緑登山が行われる6月ごろでしょうか。
　ツルタチツボスミレ（蔓立坪菫）はスミレ科の多
年草で、形状は有茎種。茎は地面を這いながら根を
下ろし、新芽を作りながら増えていくので、別名を
クモノススミレ（蜘蛛巣菫）とも呼ばれています。
その他の特徴はスミレの花の距と呼ばれる部分（花
の後ろ側に突き出た蜜の袋）が白く、鳥のくちばし
の様に細長く伸びていることと、葉の基部が切型で
あること。また、群落は全体に低く、地を這うよう
にして広がっています。花のない時期は目立たない
ので、見過ごしてしまうかも知れませんが、タチツ
ボスミレの群落を見かけたら、そっと覗いてみてく
ださい。ところどころに根が下りていれば、本種に
間違いないでしょう。
　分布は山形県から広島県にかけての日本海側で、
標高 700 ～ 1000 ｍのブナ林となっています。兵
庫県で自生しているのは上山高原エリアの扇ノ山の
裾野ただ 1カ所とのこと。もちろん兵庫県のレッ
ドリスト Aランクに指定されている貴重種です。
同地以外では住まないと主張するスミレに敬意を表
します。　　　　　　

文・写真　中澤　博子さん

ツルタチツボスミレ
（スミレ科）

野草散歩（101)

国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0948

　国民年金保険料学生納付特例制度

　20 歳以上の方は、学生であっても国民年金に加

入しなければなりません。しかし、学生の方は一般

的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下

の場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生

納付特例制度」があります。

　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大

学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、特別

支援学校、専修学校及び各種学校（修業年限 1年

以上である課程）に在学する学生、一部の海外大学

の日本分校（文部科学大臣が個別に指定した課程）

に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算

式で計算した金額以下であることが条件です。

◆所得のめやす
　　　118 万円  ＋（扶養親族等の数× 38 万円）

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月まで

となりますが、平成 30年度に保険料納付を猶予さ

れている方で平成 31年度も引き続き在学予定の方

には、4月上旬に基礎年金番号等が印字されたハガ

キ形式の学生納付特例申請書が届きます。

　同一の学校に在学されている方は、このハガキに

必要事項を記入し返送いただくことにより、平成

31年度の申請ができます。（この場合、在学証明書

または学生証の写しの添付は不要です。）

　なお、平成 31年度は学生納付特例制度を利用せ

ず、保険料の納付を希望される場合は納付書を送付

しますので、お手数ですがお近くの年金事務所にご

連絡ください。

※ 4月上旬を過ぎてもハガキが届かない場合は申

請用紙でのお申込みになりますので、ご注意くださ

い。（４月上旬を過ぎても届く場合があります。）
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「5月のおすすめの本」
ご案内

「つっぱり棒」の便利ワザ
竹内香予子著/青春出版社

　「つっぱり棒」使用総数150本以上の著
者の自宅を公開。物が多くてもスッキリ
整理収納できるつっぱり棒の活用術を、
キッチン・リビング・玄関といった部屋
ごとに紹介した、見てすぐ使えるアイデ
アが満載です。

水曜日の手紙
森沢明夫著/KADOKAWA

　水曜日の出来事を書いた手紙を送ると、
かわりに見知らぬ誰かの水曜日が綴られ
た手紙が届く不思議なプロジェクト「水曜
日郵便局」に手紙を出した人々の物語。会
うことのない人々の手紙がやがてそれぞ
れの運命を変えていく…ふつうの日常が
愛おしく思えてくる温かい小説。

ゆかいな床井くん
戸森しるこ著 / 講談社

　小学 6年生の暦のとなりの席の床井く
んは、ユーモアがあってみんなの人気者。
言うことは変だけど、なんだか奥が深く
て考え方のセンスは暦をいつも驚かせる。
こんなクラスメイトが一人いたら楽しい
だろうなと思えるゆかいな男の子を暦の
目線で描いたものがたり。

からだのなかのびっくり事典
奈良信雄監修 / ポプラ社

　人間のからだにも「ざんねん」や「びっ
くり」がいっぱい。例えば、『鼻の穴は交
代でサボっている』『目を開けたままくしゃ
みすると目が飛び出しかねない』など、読
めば誰かに話したくなるネタを100 以上
解説。ぜひ親子でからだの不思議な世界
にふれてください。

にじさんにじさんどこいった
かわかみたかこ作 / ほるぷ出版

　「あっ、にじさんだ！」窓の外に『にじ』
を見つけたみずたまちゃんは、『にじ』に
会いたくて家をとびだします。とんだり、
泳いだりしてどんどん先に行ってしまう
不思議な『にじ』に、追いつくことがで
きるのでしょうか。大好きな『にじ』を
見つけて嬉しい気持ちがいっぱいの楽し
い絵本。

第 61 回こどもの読書週間　    
大人が子どもに本を手渡すきっかけを
つくるための週間でもあります。この
機会にぜひ、子どもと一緒に絵本や物
語を楽しんでみてください。
◆期間　4月23日（火）～ 5月12日（日）
◆標語　『ドは読書のド♪』 

鳥取大学サイエンス・アカデミー    
図書館でライブ中継による聴講ができ
ます。
◆5月11日（土） 午前10時30分～正午
　『ｉＰＳ細胞と再生医療』
 　（講師：遺伝子再生医療学講座  准教 

授  白吉安昭さん）
◆5月25日（土） 午前10時30分～正午
　『ＩＴ（情報技術）/ＩｏＴ（モノどう

しのネットワーク）』
 　（講師：研究推進機構産官学連携コー

ディネーター  坂下誠司さん）

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びや
簡単な折り紙などをします。
◆5月11日（土）　午後2時～
　『すごいぞ!!きょうりゅう』 他
◆5月25日（土）　午後2時～
　『ふしぎな  えき』 他

大人が楽しむおはなし会　    
季節の歌やお話などの他、参加者の体験
した面白エピソードなど、気軽にみなさ
んで楽しみましょう。
◆5月24日（金）　午前10時30分～
　『大人の昔話』

休館日のお知らせ 　　　　  

※ゴールデンウィーク期間中（4/27
～ 5/6）も開館します。

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

は休館日

　

加藤文太郎
記念図書館

TEL（0796）82-5251
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◎
新
温
泉
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
温
泉
総
合
支
所
内
）

　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

▽
連
絡
先　

℡
92
‐
２
０
７
０（
直
通
）

◆
Ｆ
さ
ん
（
70
歳
）
女
性

　
「
不
用
品
を
買
い
取
り
ま
す
」
と
電

話
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
故
障
し
た
ミ
シ

ン
や
時
計
が
あ
っ
た
の
で
、
自
宅
に
来

て
も
ら
う
約
束
を
し
た
。
自
宅
に
来
た

業
者
は
ミ
シ
ン
と
時
計
に
は
手
も
付
け

ず
に
、「
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
指
輪
を
出
し

て
ほ
し
い
」
と
言
っ
た
の
で
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
は
な
い
と
返
事
を
す
る
と
、「
電

話
で
約
束
し
た
。
早
く
出
せ
」
と
急
に

大
き
な
声
で
恫
喝
さ
れ
た
。怖
く
な
り
、

古
い
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
2
点
ほ
ど
渡
す
と

「
こ
ん
な
も
の
し
か
な
い
の
か
。
お
金

に
な
ら
な
い
」と
、千
円
を
置
い
て
ネ
ッ

ク
レ
ス
の
み
持
ち
帰
っ
た
。
契
約
書
な

ど
は
何
も
も
ら
っ
て
い
な
い
。
ネ
ッ
ク

レ
ス
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
す

　

訪
問
購
入
で
は
、
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
8
日
以
内
で
あ
れ
ば

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
場
合
の
よ
う

に
書
面
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
と
、
業

者
名
が
わ
か
ら
ず
商
品
を
返
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

契
約
の
際
に
、
買
い
取
り
業
者
は
契

約
書
面
を
交
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
取
引
の
際
は
、
必
ず
契
約
書
面
を

受
け
取
り
、
記
載
内
容
を
確
認
し
、
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

業
者
が
商
品
を
紛
失
し
た
り
、
第
三

者
へ
売
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
は
、
商
品
の
引

き
渡
し
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
禁
止
事
項
が
あ
り
ま
す
！

　

買
い
取
り
業
者
は
、
突
然
自
宅
な
ど

へ
買
い
取
り
に
訪
問
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
事
前
に
訪
問
の

約
束
を
し
て
、
買
い
取
り
す
る
商
品
も

決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
約
束

し
て
い
な
い
商
品
は
買
い
取
れ
ま
せ

ん
。
買
い
取
り
を
依
頼
す
る
際
は
、
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

不
用
品
を
高
額
で
買
い
取
っ
て
く
れ
る
!?

　
　
　
　筑つ

く

波ば

山さ
ん

地
域
ジ
オ
パ
ー
ク

　

筑
波
山
地

域
は
、
茨
城

県
中
南
部
の

笠
間
・
つ
く

ば
・
か
す
み
が
う
ら
な
ど
6
市
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
本
地
域
は
筑
波
山
を
含
む

筑
波
・
鶏け
い
そ
く足
山
塊
の
南
部
と
霞
ヶ
浦
北

西
部
、
関
東
平
野
北
東
部
を
含
む
3
つ

の
地
域
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ

は
『
関
東
平
野
に
抱
か
れ
た
山
と
湖…

～
自
然
と
人
を
つ
な
ぐ
石
・
土
・
水
～
』

と
し
、
多
く
の
見
ど
こ
ろ
を
つ
な
ぎ
、

楽
し
む
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　

北
部
の
非

火
山
の
山
地

で
は
、
日
本

海
形
成
の
こ

ろ
の
プ
レ
ー

ト
運
動
の
歴

史
を
、
霞
ヶ

浦
と
関
東
平

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡
82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう
　 シリーズ 108

　

平
成
31
年
4
月
現
在
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
は
38
ヶ
国
・

140
ヶ
所
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
は
44
ヶ
所
と
な
り
ま
し

た
。
日
本
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど

に
つ
い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

野
で
は
第
四
紀
の
急
激
な
海
水
準
変
動

と
地
殻
変
動
に
伴
う
海
跡
湖
や
平
野
の

成
り
立
ち
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
日
の

気
候
・
海
水
準

変
動
の
歴
史
を

示
す
貝
塚
や
森

林
・
湖
沼
、
生

物
・
生
態
系
な

ど
の
環
境
、
カ

キ
化
石
・
土
浦

城
跡
・
笠
間
焼

な
ど
、
歴
史
・

文
化
・
産
業
に

か
か
わ
る
こ
と

が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

都
心
か
ら
約
１
０
０
㌔
と
比
較
的
近

く
、
交
通
網
が
整
備
さ
れ
て
利
便
性
が

よ
い
た
め
、
活
用
が
期
待
さ
れ
る
ジ
オ

パ
ー
ク
で
す
。

▲貝塚

▲筑波山遠景

▲笠間焼

▲エリア図
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平成 31年 4月 5日現在

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期的に求
人情報が届き、閲覧ができます。

▼開館時間　午前8時30分～午後8時（※土・日・祝日は休館）
▼問  合  せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735

　（常　用）

　（パート）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院

看護師 18以上 200 ～ 220
准看護師 18以上 200 ～ 210
給食調理員 不問 142
看護補助員 18以上 142

㈱マルワ渡辺水産

水産部バイヤー 不問 250 ～ 350
工場内管理業務 不問 180 ～ 250
鮮魚係 不問 170 ～ 220
店内係 不問 156
配膳係 59 以下 156 ～ 208
フロント係、ホール係 59 以下 173
支配人 59 以下 300 ～ 350

㈲アートライフ  タニタ 販売員 18 以上 151 ～ 230
㈱ハマコン 測量士 59 以下 158 ～ 270

日本精機宝石工業㈱ 生産作業 18 ～ 40 145 ～ 149
営業職 18 ～ 40 199 ～ 232

㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 45 以下 162 ～ 324

山陰造園土木㈱ 現場技術者 18 ～ 45 200 ～ 350
一般土木作業員 45 以下 176 ～ 250

㈲西浦建築 大工 不問 260 ～ 380

㈲山米鮮魚
水産加工員 不問 160 ～ 230
一般事務職 18 ～ 40 160 ～ 230
販売員 18 以上 160 ～ 180

㈱関西開発測量事務所 測量設計調査 不問 180 ～ 240
㈱田中工業所 配管工 18 以上 180 ～ 250
フジッコ㈱ 製造職 18 以上 151 ～ 168
グループホームありがとう 介護員 18 以上 139 ～ 160

㈱大有工舎
現場監督 18以上 185 ～ 350
住宅アドバイザー 18 以上 185 ～ 300
住宅デザイナー 不問 185 ～ 350

㈱マル海渡辺水産 事務員 18 以上 180 ～ 210
上島プロパン㈱ 設備営業他 35 以下 166 ～ 240
山陰プロパン㈱ 作業員 不問 160 ～ 200

山陰道路㈱ 電気設備工事施工 18 以上 170 ～ 320建築施工管理 18 以上
㈱菊池組 現場監督・技術監督 18 以上 168 ～ 300
㈱ナカケー 店舗マネジメント 不問 250 ～ 300
乙野運送㈱ 運転手 18 以上 170 ～ 350
㈲ダイワ自動車 自動車整備 不問 170 ～ 350
㈱美方モータース 自動車整備 18 ～ 35 151 ～ 240
㈱ふたかた 鉄筋工 18 以上 176 ～ 350

特別養護老人ホームはまさかの里 介護職 18 以上 152
看護師 不問 194 ～ 224

水田建設㈱ 土木作業員 18以上 190 ～ 255
㈲ラッキー美容院 美容技術一般 不問 154 ～ 250

㈱メフォス 栄養業務 69 以下 160 ～ 250
給食調理補助 69 以下 150 ～ 250

（温泉地域）

㈱井筒屋 客室スタッフ 18 ～ 60 229 ～ 249
販売・料飲スタッフ 18 ～ 60 165 ～ 261

全但バス㈱
バス運転手 18 ～ 59 183 ～ 184
バス運転手（嘱託） 18 以上 162
総合事務職 18 ～ 59 156 ～ 185

特別養護老人ホームやすらぎの里
看護師 不問 226 ～ 275
介護職 18以上 172 ～ 213
管理栄養士 不問 174 ～ 194

㈲清美社 下水道維持管理他 18 以上 155 ～ 250
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 155 ～ 210

湯快リゾート㈱ ホテル運営 18 ～ 59 200 ～ 270
調理 18 ～ 59 230 ～ 300

（同）いなば 警備員 18以上 151 ～ 260
赤坂土建㈱ 土木技術者 18以上 200 ～ 300

㈱西沢製作所 溶接工・補助作業 18 以上 156 ～ 173
マシンオペレーター 18 以上 163

アイアンドエフ・ビルディング㈱
湧泉の宿　ゆあむ レストランスタッフ 45 以下 188 ～ 259

㈱朝野家

宴会場、予約、販売、浴
場清掃、フロントカウン
ター係

18 以上 160 ～ 170

客室係 18以上 216 ～ 234
ナイトフロント係 18 以上 170 ～ 200

富士綜合警備保障㈱ 綜合警備 18以上 156 ～ 195

ハートフル 看護師 不問 220 ～ 300
理学療法士 不問 210 ～ 270

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
たじま農協 訪問介護員 不問 1,080 ～ 2,180
㈲アトラス警備保障 誘導員 18以上 900～ 1,000

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産
ホール係 59 以下 1,000
鮮魚係 不問 1,000 ～ 1,200
惣菜係 不問 1,100 ～ 1,200

吉田歯科医院 歯科衛生士 不問 871 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産 事務員 不問 880 ～ 1,000
販売員・フロアースタッフ 不問 880 ～ 1,200

㈲山米鮮魚 販売・加工 不問 880 ～ 900
事務職 不問 880 ～ 1,000

㈱さとうフレッシュフロンティア 食品売場担当 不問 871 ～ 921
浜坂観光協会 観光推進員 不問 878
たじま農協 看護師 不問 1,400
フジッコ㈱ 製造・作業・管理 不問 871 ～ 1,000
サポートのぎく 指導員 不問 875
㈱北兵庫 運転手 不問 871
㈱メフォス 給食調理補助 69 以下 875 ～ 1,000

（温泉地域）

㈱井筒屋

食事会場スタッフ 不問 950
案内スタッフ 不問 900 ～ 1,000
居酒屋スタッフ 不問 900 ～ 950
販売接客、浴場管理 不問 871

湯快リゾート㈱

フロント予約、レス
トラン、キッチン 不問 900 ～ 1,000

清掃、送迎運転、洗い場 不問 880 ～ 930
施設管理 不問 880 ～ 980
ナイトフロント 不問 900 ～ 950
売店スタッフ 不問 900

特別養護老人ホームやすらぎの里
看護師 不問 1,300 ～ 1,500
介護職 不問 1,000 ～ 1,200
調理業務 不問 871

㈱朝野家 清掃、布団敷き係 不問 871
沢田医院 看護師 不問 1,200 ～ 2,000
㈱オクショウ コンビニ店員 不問 875～ 885
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,300
ケービックス西日本㈱ ホテル内業務 不問 875
全但バス㈱ 宿直専従員 18 以上 880 ～ 1,100

㈱西沢製作所 配送運転手 不問 880 ～ 900
補助作業 不問 900 ～ 1,000

アイケー電機㈱ コイルテーピング作業 不問 873

㈱マルワ渡辺水産 配膳・接客係 不問 1,000
ナイトフロント 不問 1,143

ハートフル 理学療法士 不問 1,100 ～ 1,500
看護師 不問 1,300 ～ 1,500

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
㈱警備ひゃく 交通警備 18以上 143 ～ 164

沢田医院 看護師 不問 200 ～ 400
医療事務 不問 142 ～ 228

㈱みさき 営業 18～ 30 206 ～ 235

ケービックス西日本㈱ ホテル・旅館作
業リーダー候補 不問 136 ～ 151

小林商事㈱ 整備士 不問 180 ～ 380
㈱コメリ 販売・店舗運営職・幹部候補 35 以下 162 ～ 224

井上自動車整備㈱ ｸﾚｰﾝｵﾍﾟﾚｰﾀｰ
（見習い可） 18 ～ 35 150 ～ 250

㈱湯村温泉愛宕山観光 スキー場・旅館運営 18 以上 155 ～ 160

　（常　用）
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新温泉町文化会館だより
―問合せ―　新温泉町文化会館…℡…82-3328

　このたびの人事異動で、文化会館職員に異動がありました。昨年度まで事務員として 9年間勤務して
いた田中早代さんが退職し、谷田善明さん、友田光美さん、奥山昌一さんが着任しました。本年度の文化
会館は、中家憲和、清水博文、谷田善明、友田光美、奥山昌一の 5名が担当します。昨年度と同様にご
支援とご協力をいただきますようよろしくお願いします。

本年度もよろしくお願いします

文化会館の役割
　文化会館は、昭和 53年に設立され、同和問題解決のための地域
の拠点施設としてスタートしました。現在では、同和問題をはじめ
とする様々な人権課題の解決を目指し、人権啓発活動や人権学習会、
住民交流会などに取り組んでいます。町民一人ひとりが、お互いの
人権を尊重することが普通にできるまちづくりを目指しています。

「人権が尊重される町づくり」をすすめよう
　（参照：兵庫県・兵庫県人権啓発協会　人権啓発テキスト）

　今、私たちの身の回りには、同和問題やインターネットによる人権侵害、女性蔑視、子どもや高齢者へ
の虐待、障がいのある人や外国人などに対する偏見、東日本大震災に起因する人権問題など、実に様々な
人権課題が山積し、そして、それらの人権課題の根底には『偏見と差別意識』があります。
　一つの課題について正しく理解し、気づき、具体的に行動していくことは、他の課題についても理解を
深めることにつながります。私たち一人ひとりが、これらの問題を決して他人事とせず、自分自身のこと
として受け止め、向き合うことが極めて大切です。
　海に浮かぶ氷山は、水面上にあらわれている部分はごく一部であり、ほとんどの部分は水面下に沈ん
でいます。私たちの身の回りにあ
る様々な人権課題は、ちょうど氷
山の一角として水面上にあらわれ
ている部分といえます。水面上の
個々の問題を解決するためには、
温かい海水が水面下の氷を溶かし
ていくように、私たちの暮らしの
中で人を思いやり、大切にし、お
互いを認め合えるような温かい人
間関係を育み、心のつながりを持
つことが必要です。
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▼
と
き　

５
月
18
日（
土
）～
20
日（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

―
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

浜
坂
先
人
記
念
館　

℡
82
‐
４
４
９
０

※
毎
週
木
曜
日
は
休
館
。
た
だ
し
、
5

月
2
日
（
木
）
は
開
館
し
、7
日
（
火
）

が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

浜
坂
先
人
記
念
館

町
文
化
協
会「
文
化
の
つ
ど
い
」

　

町
文
化
協
会
加
盟
団
体
に
よ
る
、
い

け
ば
な
・
短
歌
・
俳
句
の
展
示
会
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
無
料
の
「
お
茶
席
」

を
設
け
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
と
き

　

５
月
11
日
（
土
）
～
12
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
お
茶
席
は
、
午
前
10
時
～
午
後
3
時

春
の
盆
栽
・
山
野
草
展

　

町
内
で
盆
栽
や
山
野
草
を
愛
好
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
約
１
０
０
点
を

展
示
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

移
動
図
書
館
車　
　
　

　
　

巡
回
日
等
の
変
更

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
伴
い
、
次

の
と
お
り
巡
回
日
を
変
更
し
ま
す
。
な

お
、運
行
時
間
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

看
護
の
日
フ
ェ
ア

　

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
生
誕
を
記
念
し

て
、
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
浜
坂
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
日

ご
ろ
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
病
気
や
介

護
、
健
康
に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
お
答

え
し
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
お

薬
手
帳
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
14
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

 

消
費
者
月
間（
５
月
）イ
ベ
ン
ト  　

「
消
費
生
活
相
談
員
は
見
た
！   

本
当
に
あ
っ
た
怖
～
い
話
」

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
寸
劇
で

楽
し
く
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

▼
と
き　

６
月
1
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

▼
主
催　

た
じ
ま
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

　

ン
・
但
馬
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ　

但
馬
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
４
９
０

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
楽
し
も
う
！

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で

話
題
の「
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
」（
約
30
種
類
）を
体

験
で
き
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
の
ゲ
ー
ム
と
違

い
、
自
分
の
頭
で
考
え

て
自
分
の
手
を
動
か
し
て
遊
ぶ
ア
ナ
ロ

グ
の
実
体
験
が
人
気
で
、
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
3
日
（
金
）、4
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
1
時
30
分

　

～
3
時
30
分

玉
川
兄
弟　

写
真
展

　

鐘
尾
出
身
で
神
戸
市
在
住
の
玉
川
博

教
さ
ん
、
正
さ
ん
兄
弟
の
写
真
展
を
開

催
し
ま
す
。
22
回
目
と
な
る
今
回
の
写

真
展
は
、
生
き
物
を
中
心
と
し
た
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
3
日（
金
）～
26
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

―
と
こ
ろ
・
問
合
せ
―

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
93
‐
０
８
８
８

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館
。
た
だ
し
、
5

月
6
日
（
月
）
は
開
館
し
、7
日
（
火
）

が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

ナ
カ
ケ
ー
白
川
店

▼
内
容　

体
組
成
測
定
、骨
密
度
測
定
、

健
康
相
談
、
栄
養
指
導
、
介
護
相
談

な
ど

▼
問
合
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
82
‐
１
６
１
１
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H31（2019）.4.25

月　　日 医 師 名 専門分野 午後の休診
 5月  2日（火） 三代　康雄 耳
5月  7日（火）～     10日（金） 桂　弘和 耳 8 日（水）
5月14日（火）～     17日（金） 都築　健三 鼻 15 日（水）
5月21日（火）～     24日（金） 寺田　友紀 腫瘍
5月28日（火）～     31日（金） 三代　康雄 耳 29 日（水）

公立浜坂病院からのお知らせ

◆兵庫医科大学耳鼻咽喉科の先生方です。変更がある場合はご了承ください。

公立浜坂病院　℡82-1611  5 月耳鼻咽喉科担当医表

▼
諸
寄
～
居
組
方
面

　

5
月
1
日
（
水
）
→
5
月
８
日
（
水
）

▼
久
斗
山
～
久
谷
方
面

　

5
月
8
日
（
水
）
→
5
月
15
日
（
水
）

▼
用
土
～
戸
田
方
面

　

5
月
15
日
（
水
）
→
5
月
22
日
（
水
）

▼
福
富
～
指
杭
方
面

　

5
月
22
日
（
水
）
→
5
月
29
日
（
水
）

▼
湯
～
春
来
方
面

　

５
月
3
日
（
金
）
→
５
月
10
日
（
金
）

▼
桐
岡
～
飯
野
方
面

　

５
月
10
日
（
金
）
→
５
月
17
日
（
金
）

▼
鐘
尾
～
熊
谷
方
面

　

５
月
17
日
（
金
）
→
５
月
24
日
（
金
）

▼
岸
田
～
千
谷
方
面

　

５
月
24
日
（
金
）
→
５
月
31
日
（
金
）

▼
問
合
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

　

毎
年
5
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」

で
す
。
日
本
赤
十
字
社
は
「
人
道
」
の

理
念
の
も
と
、
人
間
の
い
の
ち
と
健

康
、
尊
厳
を
守
る
た
め
、
国
内
で
の
災

害
救
護
活
動
を
は
じ
め
、
国
際
救
援
活

動
や
救
急
法
・
幼
児
安
全
法
な
ど
の
講

習
、
赤
十
字
奉
仕
団
活
動
や
青
少
年
赤

十
字
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
会

費
（
日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
）
や
寄

付
金
な
ど
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。赤
十
字
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

活
動
資
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

各
区
長
・
町
内
会
長
を
通
じ
て
、
活

動
資
金
の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

介
護
職
員
初
任
者
研
修

等
受
講
者
支
援
事
業

　

新
温
泉
町
内
に
あ
る
介
護
事
業
所
に

従
事
す
る
人
材
を
育
成
・
確
保
し
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
皆
さ
ん
が

よ
り
充
実
し
た
環
境
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
介
護
関
連
研
修
の
受
講
料
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
研
修　

介
護
職
員
初
任

者
研
修
、
介
護
福
祉
士
・
介
護
支
援

専
門
員
の
資
格
取
得
の
研
修

※
平
成
31
年
4
月
1
日
以
降
に
受
講
修

了
し
た
も
の

▼
対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
方

◇
対
象
研
修
を
交
付
申
請
日
前
１
年
以

内
に
修
了
し
て
い
る
方

◇
申
請
時
に
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
方

◇
町
内
の
介
護
事
業
所
に
就
労
ま
た
は

就
労
予
定
の
方

◇
対
象
研
修
の
受
講
費
用
に
つ
い
て
他

の
助
成
等
を
受
け
て
い
な
い
方

▼
助
成
額　

教
材
費
を
含
む
受
講
料
の

　

3
／
4
以
内
（
上
限
5
万
円
）

▼
申
込
方
法　

研
修
を
受
講
修
了
後
、

　

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
書

◇
受
講
料
等
領
収
書
の
写
し

◇
修
了
証
明
書
ま
た
は
受
講
修
了
を
証

明
す
る
書
類
の
写
し

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課　

介
護
保
険
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

▼
と
き　

５
月
23
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
会
館

▼
問
合
せ　

豊
岡
税
務
署

　

法
人
課
税
第
1
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
１
５
９

※
豊
岡
税
務
署
で
は
、
随
時
、
軽
減
税

率
制
度
に
関
す
る
相
談
や
説
明
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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▼
対
象
者

　

新
温
泉
町
に
住
所
を
有
す
る
法
律
上

の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
、
次
の

２
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方

◇
兵
庫
県
の
助
成
を
受
け
、
か
つ
兵
庫

県
以
外
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
な
い

◇
夫
婦
合
算
し
た
前
年
度
所
得
が

７
３
０
万
円
未
満

▼
対
象
経
費

　

特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
か

ら
、
兵
庫
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
実
施
要
綱
に
基
づ
く
助
成
額
を

控
除
し
た
額

▼
助
成
金
額

◇
平
成
31
年
3
月
31
日
以
前
に
開
始
し

た
特
定
不
妊
治
療

　

上
限
20
万
円（
１
年
度
に
１
回
の
み
）

◇
平
成
31
年
4
月
1
日
以
後
に
開
始
し

た
特
定
不
妊
治
療

　

１
回
当
た
り
上
限
20
万
円
（
年
度
で

の
回
数
制
限
な
し
）

▼
指
定
医
療
機
関

　

兵
庫
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関
（
兵

庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
）

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
及
び
顕

微
受
精
）
を
受
け
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
対

し
て
、
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限

◇
平
成
31
年
3
月
31
日
以
前
に
開
始
し

た
特
定
不
妊
治
療

　

特
定
不
妊
治
療
が
終
了
し
た
日
か
ら

１
年
以
内

◇
平
成
31
年
4
月
1
日
以
後
に
開
始
し

た
特
定
不
妊
治
療

　

兵
庫
県
の
助
成
の
決
定
を
受
け
た
日

か
ら
３
か
月
以
内

▼
申
請
関
係
書
類

◇
新
温
泉
町
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
申
請
書

◇
兵
庫
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

受
診
等
証
明
書
の
写
し

◇
指
定
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書

◇
兵
庫
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
承
認

決
定
通
知
書
の
写
し

◇
夫
婦
別
々
の
印
鑑

◇
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
（
夫
婦
ど

ち
ら
か
一
人
の
も
の
で
可
）

※
申
請
書
類
は
兵
庫
県
へ
の
申
請
時
に

兵
庫
県
か
ら
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
方
法　

承
認
決
定
通
知
後
、
請

求
に
よ
り
申
請
者
の
指
定
口
座
へ
振

り
込
み
ま
す
。

▼
申
請
窓
口
・
問
合
せ

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

　

℡
99
‐
２
９
４
０

　

健
康
福
祉
課　

℡
82
‐
５
６
２
０

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　
「
不
安
や
不
眠
が
続
く
」「
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
」「
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
」

な
ど
の
こ
こ
ろ
の
健
康
や
認
知
症
等
に

つ
い
て
の
相
談
で
す
。
ご
本
人
へ
の
対

応
な
ど
も
ご
家
族
の
方
か
ら
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
28
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

エ
イ
ズ
検
査
・
肝
炎
検
査
等

　

性
感
染
症
や
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
、
ま
ん
延
防
止
の

た
め
、匿
名
・
無
料
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
（
即

日
検
査
）、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
梅

毒
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。

▼
通
常
検
査　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

　
（
受
付
）
午
前
9
時
15
分
～
11
時
15
分

▼
夜
間
検
査

◇
1
回
目　

6
月
25
日
（
火
）

◇
2
回
目　

10
月
8
日
（
火
）

　
（
受
付
）
午
後
5
時
30
分
～
7
時
15
分

※
夜
間
検
査
で
は
証
明
書
の
発
行
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合
せ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所　

健
康
管
理
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
０

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

5
月
21
日
（
火
）

◇
上
島
プ
ロ
パ
ン
㈱

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

◇
フ
ジ
ッ
コ
㈱

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

◇
浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

　

午
後
3
時
30
分
～
4
時
30
分

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
65

歳
の
方
（
60
歳
以
上
で
献
血
経
験
の

あ
る
方
は
69
歳
ま
で
）

▼
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

▼
担
当　

精
神
科
医
師
、
保
健
師

▼
予
約
・
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０
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子育てランド（5 月）
浜坂子育て支援センター　℡ 82-4152 温泉子育て支援センター  　℡ 92-1095

利用時間 午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 3 時 午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 3 時

期　日 行事予定 午後 行事予定 午後

7 日（火）わくわくひろば なかよしひろば

8日（水）わくわくひろば なかよしひろば

9日（木）わくわくひろば なかよしひろば

10日（金）ぶんちゃんのおはなしひろば なかよしひろば

13日（月）わくわくひろば なかよしひろば

14日（火）わくわくひろば　（サツマイモの苗植え） なかよしひろば

15日（水）わくわくひろば 野菜の苗植え　午前 10時～

16日（木）わくわくひろば なかよしひろば

17日（金）子育て講座（クッキング）　要予約 休 なかよしひろば

20日（月）わくわくひろば　お孫さんと一緒 なかよしひろば

21日（火）わくわくひろば なかよしひろば

22日（水）全年齢別ひろば　要予約 お話しの会「紙ふうせん」　午前 11時～

23日（木）わくわくひろば なかよしひろば

24日（金）リトミック　要予約 お出かけひろば（牧場公園）　要予約

27日（月）わくわくひろば なかよしひろば

28日（火）おさんぽひろば　要予約 アルバム作り　要予約

29日（水）わくわくひろば なかよしひろば

30日（木）わくわくひろば なかよしひろば

31日（金）わくわくひろば 休 なかよしひろば

※浜坂子育て支援センターの「わくわくひろば」、温泉子育て支援センターの「なかよしひろば」は
　未登録の方や妊婦の方にもご利用いただけます。
※登録は随時受け付けています。
※都合により日程を変更することがあります。

まちの子育てひろば（5月）
ひろば名 期日 場所 内容 申込期限 申込先

諸寄まちの子育てひろば 25日（土）…
午前10時～ 明星認定こども園 こいのぼり運動会 申込不要 明星認定こども園

℡ 82-4831

大庭まちの子育てひろば ９日（木）…
午前10時～ 大庭認定こども園 みんなでなかよく

遊ぼう 7日（火） 大庭認定こども園
℡ 82-1239

いちごくらぶ 15日（水）…
午前10時30分～ 浜坂福祉センター 親子でクッキング 10日（金）い ち ご く ら ぶ℡ 080-8525-5093

チビッコサークル 27日（月）…
午前10時～ 諸寄基幹集落センター チビッ子版体力測定

第1回・折り紙・絵本 申込不要 新温泉町社協浜坂支部
℡ 82-1071

紙ふうせん 22日（水）…
午前11時～ ゆめっこ認定こども園 絵本の読み聞かせ 申込不要 新温泉町社協浜坂支部

℡ 82-1071

 はまさかの里 年末年始とお盆を除く毎日（午前 10時～正午、午後 1時 30分～ 3時 30分）特別養
護老人ホーム「はまさかの里」1階ロビーをまちの子育てひろばとして開放しています。

特別養護老人ホームはまさかの里
℡ 82-5533
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海
難
事
故
防
止
の
お
願
い

　

毎
年
春
先
か
ら
、

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が

活
発
と
な
る
傾
向
に

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
、

海
で
の
事
故
が
増
え

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

海
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
疲
れ
て
い
る
と
き
や
飲
酒
し
た
と
き

　

は
絶
対
に
海
に
入
ら
な
い
。

～町社会福祉協議会からのお知らせ～

　当社協が依頼をしている回収業者が 3 月末日をもって
回収を終了することになりました。代替業者を探していま
したが、山陰地方において回収できる業者を見つけること
ができませんでした。
　つきましては、大変心苦しい決断ではありますが、5 月
31 日（金）をもちまして当社協も回収を終了させていた
だきます。長年にわたりご協力いただき、ありがとうござ
いました。
　現在集めていただいているキャップにつきましては、5
月 31 日（金）までに当社協にお持ちいただければ県外の
回収業者にお届けします。それ以降は回収できませんので、
リサイクル（プラスチック製容器包装分別）にお出しいた
だきますようご理解とご協力をお願いします。

▼問合せ（平日のみ）　新温泉町社会福祉協議会
　本部　℡ 99-2488　　浜坂支部　℡ 82-1071

◇
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
で
遊
ぶ
と

　

き
は
、
出
港
前
に
気
象
・
海
象
の
確

認
と
機
関
の
点
検
を
確
実
に
行
う
と

と
も
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用

す
る
。

◇
事
故
が
発
生
し
た
と
き
や
事
故
を

発
見
し
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
素
早
く

「
１
１
８
番
」
へ
通
報
す
る
。

▼
問
合
せ

　

舞
鶴
海
上
保
安
部

　

℡
（
０
７
７
３
）
76
‐
４
１
２
０

エコキャップ（ペットボトルキャップ）

の回収を終了します

募　

集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
基
礎
編
）
受
講
者
募
集

　

手
話
を
学
習
し
、
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
方
等
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
活
動
を
し
て
み
た
い
と
お
考

え
の
方
や
、
手
話
に
興
味
を
お
持
ち
の

方
を
対
象
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

5
月
30
日
～
11
月
28
日
の
間

の
木
曜
日
（
計
25
回
）

　

午
後
7
時
30
分
～
9
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
講
師

　
（
社
）
兵
庫
県
聴
覚
障
害
者
協
会

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
初

回
に
テ
キ
ス
ト
代
３
２
４
０
円
が
必
要

▼
対
象
者　

町
内
に
在
住
・
在
勤
の

方
で
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入

門
編
）
を
修
了
さ
れ
た
方
も
し
く
は

同
程
度
の
技
術
を
習
得
さ
れ
て
い
る

方
、
手
話
サ
ー
ク
ル
等
で
活
動
経
験

の
あ
る
方

▼
定
員　

20
名

▼
申
込
期
限　

5
月
27
日
（
月
）

▼
申
込
み　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

青
い
鳥
学
級
学
級
生
と　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

新
温
泉
町
青
い
鳥
学
級
は
、
視
覚
に

障
が
い
を
持
つ
仲
間
が
集
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
お
互
い
に
支
え
合

い
、
共
に
学
び
、
楽
し
み
、
磨
き
合
い

な
が
ら
豊
か
な
心
と
生
活
の
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
新
た
な
仲
間
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
を
加
え
て
さ
ら
な
る
活

動
を
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
多
く
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
と
き

　

５
月
～
平
成
32
年
3
月（
8
回
程
度
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
、

町
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

▼
活
動
内
容　

町
内
小
中
学
生
と
の
交

流
会
、
料
理
教
室
、
作
品
づ
く
り
、

遠
足
な
ど

▼
申
込
期
限　

５
月
10
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９
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　湯村温泉街をエリアとした恒例のかくれんぼ
大会の参加者を募集しています。
◆と　　き　６月 23日（日）
　　競　技：午前 10時 30分～ 11時 50分
◆募集人員・参加費
　・お　に　500 人（町外者限定）
　　　　　　　大人（中学生以上）　2,000 円
　　　　　　　小人（中学生未満）　1,000 円
　・隠れ人　200 人
　　　　　　　大人（中学生以上）　1,500 円
◆申込方法　商工観光課から募集要項を取り
　　　　　　寄せて参加費を振込
◆申込期限　５月 24日（金）※先着順
◆問  合  せ　全日本かくれんぼ協会事務局
　　　　　　商工観光課内　℡ 92-1131

第 20 回全日本かくれんぼ大会参加者募集

放
課
後
子
ど
も
教
室　

　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

本
町
で
は
、
社
会
教
育
施
設
等
を
活

用
し
、
平
日
の
放
課
後
や
土
曜
日
に
子

ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
や
様
々

な
人
た
ち
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
学
び
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
等

の
取
組
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

八
田
子
ど
も
教
室

（
ボ
ー
ル
遊
び
体
験
事
業
）

▼
と
き　

5
月
～
平
成
32
年
3
月

◇
月
曜
ま
た
は
金
曜
日（
月
3
回
程
度
）

　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

◇
土
曜
日
（
月
1
回
程
度
）

　

午
前
9
時
～
正
午

※
第
1
回
は
、
5
月
10
日
（
金
）

▼
と
こ
ろ　

八
田
地
区
公
民
館
体
育
館

▼
内
容

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
イ

ン
ド
ア
テ
ニ
ス
等

の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・

ボ
ー
ル
遊
び

▼
指
導
者　
（
公
財
）日
本
体
育
協
会
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
資
格
者
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等

▼
対
象　

町
内
の
小
学
生

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

照
来
子
ど
も
教
室

（
陸
上
競
技
教
室
）　

▼
と
き　

5
月
～
平
成
32
年
3
月

　

金
曜
日
（
月
4
回
程
度
）

　

午
後
6
時
30
分
～
8
時

※
第
1
回
は
、
5
月
17
日
（
金
）

▼
と
こ
ろ　

旧
照
来
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
体
育
館

▼
内
容

　

基
本
の
運
動
、
短

距
離
走
及
び
長
距

離
走
の
正
し
い
姿

勢
、
走
り
方
、
リ
レ
ー
そ
の
他
体
力

づ
く
り
、
運
動
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど

▼
指
導
者

　
（
公
財
）兵
庫
陸
上
競
技
協
会
普
及
委

員
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等

▼
対
象　

町
内
の
小
学
生

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

夢
が
丘
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
）

　▼
と
き　

5
月
～
平
成
32
年
3
月

　

水
曜
日
（
月
1
回
程
度
）

　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

※
第
1
回
は
、
5
月
15
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
体
育
館

▼
内
容　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
指
導
者

　
（
公
財
）日
本
体
育
協

会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

導
員
資
格
者
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等

▼
対
象　

町
内
の
中
学
生

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◎
共
通
事
項

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
別
途
保

険
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。）

▼
申
込
方
法

　

所
定
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
生
涯
教
育
課
ま
た
は
温
泉

公
民
館
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
、
生
涯
教
育
課
ま
た
は
温
泉

公
民
館
で
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

5
月
9
日
（
木
）

▼
そ
の
他

　

送
迎
は
、
保
護
者
の
方
で
責
任
を

持
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。　

―
問
合
せ
―

　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９
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緑
化
資
材
の
提
供（
第
一
次
募
集
）

　

兵
庫
県
但
馬
県
民
局
で
は
、
緑
化
活

動
推
進
の
た
め
、
花
苗
・
肥
料
な
ど
の

提
供
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
団
体　

道
路
沿
線
や
公
共
的
な

空
間
等
で
活
動
す
る
団
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

自
治
会
・
婦
人
会
・
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
・

学
校
等
）

▼
申
込
期
限　

５
月
9
日
（
木
）

▼
提
供
時
期　

6
月
中
旬
ご
ろ

▼
そ
の
他　

提
出
書
類
等
の
詳
細
は
農

林
水
産
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６

兵
庫
県
民
農
林
漁
業
祭
出
展
募
集

　

県
下
の
生
産
・
加
工
・
流
通
関
係
者

及
び
関
係
団
体
が
地
域
の
農
林
水
産
物

を
持
ち
寄
り
、
農
林
水
産
業
の
さ
ら
な

る
活
性
化
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
出
展
可
能
な
内
容

　

県
内
の
農
林
水
産
物
、
特
産
品
、
加

　

工
食
品
等
の
展
示
即
売
等

▼
と
き

　

10
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

※
20
日
（
日
）
は
午
後
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

県
立
明
石
公
園「
千
畳
芝
」

　
（
明
石
市
明
石
公
園
１
‐
27
）

▼
内
容
等　

ブ
ー
ス
出
展
、
イ
ベ
ン
ト

▼
出
展
料

　

１
ブ
ー
ス
（
5.4
ｍ
×
3.6
ｍ
）
10
万
円

　

0.5
ブ
ー
ス
（
2.7
ｍ
×
3.6
ｍ
）
5
万
円

▼
申
込
期
限　

5
月
27
日
（
月
）

▼
そ
の
他

◇
新
規
出
展
者
・
新
規
就
農
者
に
限
り
、

　

出
展
料
無
料
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ
ー
ス

　

を
設
け
ま
す
。

◇
7
月
下
旬
に
出
展
者
説
明
会
が
開
催

　

さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６

※
詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月　日 コース 申込期限
第 1回 5月 22日（水） 矢田川支流の湯舟川源流を訪ねる 5月 15日（水）

第 2回 6月 21日（金） 但東町・高龍寺ヶ岳散策 6月 13日（木）

第 3回 7月 10日（水） 鳥取南部霊石山を歩く 7月………3 日（水）

第 4回 9月 20日（金） 出石めぐり 9月 12日（木）

第 5回 10月 24日（木） 中世寺院の相応峰寺と楞厳寺を訪ねる 10月 17日（木）

※コースは変更する場合があります。

参加者募集！山陰海岸ジオパーク見学会　

　山陰海岸ジオパークでさまざまな文化と食を体験しましょう。
　▼対　　象　町内在住、在勤、在学の方
　▼定　　員　各コース 23名（先着順）
　▼参  加  費　各コース 1,500 円程度（昼食代、保険料含む）
　　　　　　　※入館料など別途費用が必要な場合あり
　▼持  ち  物　飲み物、雨具、筆記用具等　
　▼集合時間　午前８時 30分（午前８時 45分出発）
　▼集合場所　山陰海岸ジオパーク館

　▼申込み・問合せ　山陰海岸ジオパ―ク館　℡ 82-5222

初
心
者
狩
猟
免
許
講
習
会

　

狩
猟
や
有
害
鳥
獣
捕
獲
で
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
な
ど
の
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た
め

に
は
狩
猟
免
許
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か

ら
狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
さ
れ
る
方
が

対
象
の
知
識
・
技
能
に
関
す
る
講
習
会

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
講
習
日
及
び
場
所

◇
第
1
回　

6
月
1
日
（
土
）
神
戸

◇
第
2
回　

6
月
8
日
（
土
）
養
父　

◇
第
3
回　

6
月
15
日
（
土
）
神
戸

◇
第
4
回　

6
月
22
日
（
土
）
洲
本

◇
第
5
回　

8
月
3
日
（
土
）
神
戸

◇
第
6
回　

8
月
24
日
（
土
）
神
戸
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新
温
泉
町
体
育
協
会

新
温
泉
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
と
き　

５
月
12
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
19
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
の
方
（
学
生

は
除
く
）。
町
外
在
住
で
町
内
在
勤

の
方
は
２
名
ま
で
出
場
可
能
。

▼
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
20
名
以
内

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

5
月
7
日
（
火
）

新
温
泉
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
と
き　

６
月
10
日（
月
）午
前
9
時
～

※
雨
天
の
場
合
は
、
6
月
11
日
（
火
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
の
方

▼
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
5
名

浜
坂
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

受
講
生
の
皆
さ
ん
の
テ
ー
マ
や
目
標

に
沿
っ
て
個
別
に
指
導
し
ま
す
。

▼
と
き　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

※
祝
日
等
で
サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
休
館
の

場
合
は
休
講

▼
と
こ
ろ　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
参
加
料　

1
回
５
０
０
円

▼
内
容　

受
講
者
に
個
別
対
応

◇
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
関
し
て
、
知

り
た
い
・
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を

ゆ
っ
く
り
と
指
導
・
実
習

◇
購
入
・
導
入
・
設
定
な
ど
の
相
談

▼
そ
の
他　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
等
持
参

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
貸
出
可（
要
予
約
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

浜
坂
パ
ソ
コ
ン
研
究
会　

代
表

　

壷
井
幸
二（
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

　

℡
０
９
０
‐
６
０
６
６
‐
７
５
９
４

第
21
回
「
人
間
サ
イ
ズ

の
ま
ち
づ
く
り
賞
」

　

兵
庫
県
で
は
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
を
制
定
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
参

画
と
協
働
に
よ
り
＂
人
間
サ
イ
ズ
の
ま

ち
づ
く
り
＂
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
県
内
の
優
れ
た
ま
ち
な

み
や
建
築
物
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
進

め
て
お
ら
れ
る
団
体
や
個
人
を
募
集
し

ま
す
。
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
幅
広
く
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
し
ま
す
。

▼
賞
の
部
門

・
ま
ち
な
み
建
築
部
門

・
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門

・
花
緑
部
門

▼
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
持
参
ま
た

但
馬
地
域
専
門
職
大
学（
構
想
中
）

開
設
プ
レ
事
業　

プ
レ
カ
レ
ッ
ジ

　

豊
岡
市
に
開
学
を
予
定
し
て
い
る
県

立
専
門
職
大
学
の
模
擬
講
義
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

6
月
8
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

香
美
町
役
場
大
会
議
室

▼
講
師　

平
田
オ
リ
ザ
さ
ん（
劇
作
家
・

　

演
出
家
）　

▼
内
容　

演
劇
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
～
合
意
形
成
能
力

の
育
成
～

▼
参
加
料　

無
料

▼
定
員　

１
０
０
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
に
て
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

は
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
。
応
募
用
紙

は
但
馬
県
民
局
、
役
場
・
建
設
課
で

配
布
し
ま
す
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

▼
募
集
期
間

　

5
月
20
日
（
月
）
～
6
月
21
日
（
金
）

▼
応
募
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
都
市
政
策
課
都
市
政
策
班

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
４
３
２
４

　

電
子
メ
ー
ル

　

kendo_toshi@
pref.hyogo.lg.jp

▼
申
込
み
・
問
合
せ 

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
ッ
ツ

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
０
７
８

　

Fax
（
０
７
９
６
）
24
‐
３
０
０
４

　

電
子
メ
ー
ル

　

info@
platz-npo.com

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
1
０
０
０
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

5
月
24
日
（
金
）

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　

℡
82
‐
１
６
１
６

▼
申
込
期
間

◇
第
1
・
２
回

　

4
月
25
日
（
木
）
～
5
月
24
日
（
金
）

◇
第
3
・
4
回

　

4
月
25
日
（
木
）
～
6
月
7
日
（
金
）

◇
第
5
回

　

6
月
25
日
（
火
）
～
7
月
26
日
（
金
）

◇
第
6
回

　

6
月
25
日
（
火
）
～
8
月
7
日
（
水
）

▼
問
合
せ　
（
一
社
）
兵
庫
県
猟
友
会

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
１
‐
８
１
２
７



5 月の各種相談
行
政
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

8日（水）
午前9時～ 11時30分

町民センター 温泉総合支所　地域振興課
　TEL 92-1131㈹

15日（水） サンシーホール浜坂 総務課　総務係
　TEL 82-3111

人
権
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

8日（水）午前9時～ 11時30分
文化会館 総務課　総務係

　TEL 82-3111町民センター

身
障
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

16日（木）午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会  浜坂支部（二日市） 健康福祉課　福祉係
　TEL 82-5620

  

土
地
家
屋

  

相
談

日 時　間 場　所 問合せ（予約）

18日（土）
午後1時30分～ 4時 豊岡市民プラザ 兵庫県土地家屋調査士会但馬支部

TEL（0796）52-6901土地家屋調査士による無料相談　※予約制（相談日の前日の午後5時までに予約）
　※相談場所が２会場あるものは、都合のよい会場（相談日）を利用ください。

 

暮
ら
し
と

 

仕
事
の
相
談

日 時　間 場　所 問合せ（予約）
14日（火）

午後1時～ 3時
サンシーホール浜坂 ひょうご暮らしと仕事のよりそい支援センター

TEL（090）7880-440721日（火） 保健福祉センター  すこやか～に

法
律
相
談

日 時　間 場　所 問合せ（予約）

11日（土）
午後1時～ 4時 浜坂多目的集会施設 兵庫県司法書士会但馬支部

TEL（0796）23-8011
※相談会受付専用（平日のみ）司法書士による無料法律相談　※予約制（相談日の2日前の午後5時までに予約）

5 月の行事予定
日 時　　間 行　事　名 会　　場 担 当 課

2日（木）午前11時～ 羊の毛刈り体験 県立但馬牧場公園 牧場公園課
午後1時30分～ 羊毛クラフト作り体験 県立但馬牧場公園 牧場公園課
午後3時30分～ リピート山中LIVE IN浜坂 加藤文太郎記念図書館 生涯教育課

3日（金）午後1時～ 焼き杉の絵付け体験 県立但馬牧場公園 牧場公園課
4日（土）午前11時～ 羊の毛刈り体験 県立但馬牧場公園 牧場公園課

午後1時30分～ レザークラフト体験 県立但馬牧場公園 牧場公園課
5日（日）午前11時～ 羊の毛刈り体験 県立但馬牧場公園 牧場公園課
9日（木）午前8時～正午 浜坂温泉排泥 浜坂地区 上下水道課

午前9時30分～ 宇都野学園5月定例講座 浜坂多目的集会施設 生涯教育課
11日（土）午前7時30分～ 9時 味原川清掃作業 県道白川橋下流付近 建設課
12日（日） 加藤文太郎ジオトレイル 御火浦・餘部 生涯教育課

午前8時30分～ 町ソフトボール大会 健康公園 生涯教育課
14日（火）午後2時～ 3時30分 看護の日フェア ナカケー白川店 公立浜坂病院
15日（水）午前9時30分～ とちのみ学園5月講座 夢ホール 生涯教育課
18日（土）午前9時～ 扇ノ山残雪・新緑登山 扇ノ山 商工観光課

午前10時～ かしわ餅作り教室 県立但馬牧場公園 牧場公園課
21日（火）午後7時～ 議会報告会 浜坂多目的集会施設 議会事務局
22日（水）午前8時45分～ 山陰海岸ジオパーク見学会 村岡方面 商工観光課
23日（木）午後7時～ 議会報告会 町民センター 議会事務局
26日（日）午前8時40分～ 麒麟獅子マラソン大会 浜坂北小学校 生涯教育課

午後1時30分～ はちみつ搾り体験 県立但馬牧場公園 牧場公園課
27日（月） トライやる・ウィーク（～ 5/31） 校区内の事業所 こども教育課
29日（水）午前9時30分～ とちのみ学園運動会 夢ホール 生涯教育課

就
労
相
談

日 時　間 場　所 問合せ（予約）

9日（木）午後1時～ 5時 サンシーホール浜坂 若者サポートステーション豊岡
TEL（0796）34-6333
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住　所 氏　　名 年　齢 死亡日

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

3 月 1 日～ 3 月 31 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住 所 氏　　名 保護者 出生日

　　　●まちのうごき●　 　4月1日現在

推計人口 住民基本
台帳人口

前月比
増　減

総人口 （人） 13,762 14,459 （－ 73）

　男 （人） 6,493 6,880 （－ 41）
　女 （人） 7,269 7,579 （－ 32）

世帯数（世帯） 5,166 5,681 （－ 17）
▼推計人口
　直近の国勢調査の人口を基礎に、住民基本台帳の移動
数を加減し、町内に居住していると推計される人口

▼住民基本台帳人口
　住民基本台帳に届出により記録されている町民の数

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

各課直通電話番号（ダイヤルイン）のご案内

2F 総　務　課 ８２－３１１１
企　画　課 ８２－５６２４
商工観光課 ８２－５６２５
農林水産課 ８２－５６２６
こども教育課 ８２－５６２７

3F 議会事務局 ８２－５６２８
▼浜坂多目的集会施設
1F 生涯教育課 ８２－５６２９

浜坂公民館 ８２－４３３９

▼町民センター
1F おんせん天国室 ９９－２６１５

（温泉総合支所）
1F 地域振興課 ９２－１１３１

消費生活センター ９２－２０７０
温泉公民館 ９２－１８７０

2F 地域振興課（CATV 係） ９９－２０８０
▼保健福祉センター  すこやか～に

健康福祉課（健康推進係） ９９－２９４０

▼新温泉町役場
1F 出　納　室 ８２－３１１２

税　務　課 ８２－３１１３
上下水道課 ８２－３１１４
建　設　課 ８２－３１１５
健康福祉課 ８２－５６２０
町民安全課 ８２－５６２１
防災安全室 ８２－３１２０
地域包括支援センター ８２－５６２３

※ケーブル電話からも直接電話することができます。

　出生時や転入時に手続きはされていますか。中学校修了前
（15歳到達後最初の 3月 31日まで）の児童を養育している
方で、現在、児童手当を受給していない方は、お問い合わせ
ください（公務員の方は勤務先にお尋ねください）。

▼問合せ　健康福祉課　福祉係　℡ 82-5620

広報しんおんせん（5月号）33

国民健康保険税
第1期納期限　5月31日（金）

税務課　℡ 82-3113

　他の保険に加入または脱退をした場合、国民健康
保険の脱退または加入の手続きが必要です。そうした
場合は速やかに役場窓口で手続きを行ってください。
▼窓口　健康福祉課　℡ 82-5620
　　　　温泉総合支所  地域振興課　℡ 92-1131

軽自動車税・自動車税の納期限は
5月31日（金）です

▼問合せ
◇軽自動車税　役場・税務課　℡82-3113
◇自動車税　豊岡県税事務所　℡（0796）26-3628

児童手当の手続きはお済みですか
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すけっち
      しんおんせん

～まちの話題～

百歳おめでとうございます

　3月 20日、百歳を迎えられた山村富子さん（岸
田）に、西村町長、社会福祉協議会やすこやかク
ラブの代表から祝品が届けられました。
　昔からスポーツが大好きで、野球やスケート、
ゴルフなどのテレビ観戦をいつも楽しみにされて
いたという山村さんの長寿の秘訣は、「健康第一
で、食事をおいしく全部食べること」。
　百歳を迎えられたお気持ちをお伺いすると、「多
くの皆さんにお祝いをしていただき胸がいっぱい
で幸せです」と感激されていました。

車いすのまま　ゆったり足湯を

　3月 20 日、「浜坂駅前足湯」（浜坂）の改修が
完了しました。
　老朽化した浴槽内部の修繕とあわせ、足湯東側
に緩やかなスロープと車いすに乗ったまま足を湯
に浸けることができるステンレス製の浴槽を増設
しました。
　バリアフリーでどなたでもより手軽に使っても
らえるようになった「浜坂駅前足湯」。ご家族や
ご友人と一緒に、ゆったりと温泉気分を味わって
みませんか。

今年も大盛況！！
ホタルイカをＰＲ

　4月 7日、浜坂漁港せり市場で「第
21 回浜坂みなとほたるいか祭り」
が開催され、好天に恵まれる中で、
町内外から約 2万人が来場しまし
た。
　クレーンを使って大釜で茹でたホ
タルイカを無料で振る舞うコーナー
や、さまざまなホタルイカ料理（しゃ
ぶしゃぶ・串揚げ・沖漬け・炊き込
みご飯など）が味わえる味覚コー
ナーなど、来場者は旬の
ホタルイカの美味しさを
満喫していました。↑大人気のホタルイカ釜揚げコーナー。

　今年も朝から長蛇の列でした。
↑ホタルイカの早食い競争「全日本わんこほ
　たる選手権」。味わう余裕はありません…。

↓但馬牛アイドル「但馬牛乙女with パパ」が待望のステージデビュー !!
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より安全な歩行空間に

　国土交通省が整備を進めていた国道 9号出合
橋側道橋（竹田～細田）が完成し、4月 10 日か
ら供用を開始しました。出合橋は交通量が多く、
歩行者は車道脇の歩道（幅 1.5㍍）で車とのすれ
違いに危険を感じており、温泉小・夢が丘中ＰＴ
Ａなどから改善の要望が出されていました。
　この日の通学時間に合わせて渡り初め式が行わ
れ、温泉小学校や夢が丘中学校の児童・生徒が幅
3㍍の広くて真新しい歩道橋を笑顔で渡っていま
した。

プロから学び　今後の糧に

　3月 21 日、健康公園すこやかドームで、昨年
9月に荒天で中止となった「ヴィッセル神戸サッ
カー教室」を開催し、町内の小学 4～ 6年生 28
人が参加しました。参加した子どもたちは、元 J
リーグ選手のコーチ 3人から指導を受けながら、
パス回しやドリブル、実戦形式などの練習を実施。
サッカーの基本技術に加え、局面ごとにどうすれ
ばいいのか自分で考えて状況判断する
ことの重要性も学ぶことができ、今後
の成長の糧になったようでした。

レコードの魅力を堪能

　日本精機宝石工業創立60周年記念事業として、
4月 15 日、浜坂先人記念館以命亭で「レコード
茶
サ

論
ロン

」が開催され、町内を中心に約 60人が参加
しました。
　参加者は、アルミニウム・ボロン（ホウ素）・
サファイアなどレコード針部品の材質の違いによ
る音質の差を聞き比べた後、新温泉町ゆかりの曲
や参加者が提供した思い出のレコードなどを試聴
し、生演奏のようにホールに響き渡る最高の音色
に静かに聴き入っていました。

湯村を彩る幻想的な灯り

　4月 1日、湯村温泉街で、竹灯籠の灯りで彩る
「夢ナリエ」が始まりました。宿泊業のオフシー
ズンの新たなイベントとして湯村温泉旅館料飲組
合が企画したもので、様々な模様にくりぬき、内
側から発光ダイオード（ＬＥＤ）のライトで照ら
した竹灯籠約 130 本がポケットパークや荒湯周
辺などに設置されました。竹灯籠の幻想的な灯り
は、湯村温泉の新しい魅力を生み出しています。
　点灯は 6月末まで（毎日午後 6時～ 10時）で
すので、この機会にぜひご覧になってみませんか。
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広報しんおんせんは、町ホームページでご覧いただけます。

～ わがまち 温泉自慢 ～

「
お
ん
せ
ん
天
国
室
」
Ｑ
＆
Ａ

Q…

作
っ
た
目
的
は
？

A…

新
温
泉
町
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
温
泉

資
源
が
豊
富
な
町
で
す
。
既
存
の
課
や
係
の

枠
を
越
え
て
、
豊
か
な
温
泉
を
テ
ー
マ
に
町

を
売
り
出
す
部
署
と
し
て
、「
お
ん
せ
ん
天

国
室
」
を
設
け
ま
し
た
。

　

湯
村
温
泉
を
軸
に
、
七
釜
温
泉
・
浜
坂
温

泉
と
連
携
し
て
温
泉
活
用
を
進
め
ま
す
。

Q…

目
標
は
？

A…

「
お
ん
せ
ん
天
国
」
の
最
大
の
目
標
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
豊
富
な
温
泉
を
楽
し
ん

で
、
元
気
で
長
生
き
で
き
る
町
と
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
あ
わ
せ
て
町
外
か
ら
多
く
の

お
客
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
町
の
経
済

も
元
気
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

町
の
長
期
計
画
の
目
標
と
は
別
に
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ン
グ
な
目
標
と
し
て
、「
5
年
後
の

観
光
入
込
客
数
50
％
増
」
を
掲
げ
、
日
帰
り

を
含
む
1
年
間
の
来
訪
者
数『
１
５
０
万
人
』

に
挑
み
ま
す
。

Q…

ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
？

A…

今
年
度
は
、
専
門
家
を
招
致
し
て
湯
村

温
泉
街
の
景
観
づ
く
り
の
計
画
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
温
泉
を
活
用
し
た
旅
行
商
品
を

開
発
す
る
た
め
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
温
泉
を
前
面
に
打
ち
出

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
マ
ッ
プ
等
、
誘
客
の

た
め
の
各
種
ツ
ー
ル
を
制
作
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

お
ん
せ
ん
天
国
室　

℡
99
‐
２フ

６ロ

１イ

５コ

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

「おんせん天国室」
始動！

4 月 1日、「おんせん天国室」の始動にあわせて町民センターに看板を掲げる西村町長と福井室長




